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な
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ミ
ュ
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※
担
任
の
先
生
、
担
当
教
科
の
先
生

の
講
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●総人口：34，428人（＋3)
（男：16，542人・女：17，886人）

（＋20） （－17）

●世帯数：13，656世帯（＋3)
（平成23年6月1日現在）

（　）内は前月比　

　

「
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー
」

高
畑　

拓
也
さ
ん
（
６
年
）

▼

幻
想
的
な
森
と
泉
の
中
に
カ
ワ
セ
ミ
の
姿

を
て
い
ね
い
に
描
き
ま
し
た
。

「
森
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」筒

井　

柊
さ
ん
（
５
年
）

▼

虫
の
集
ま
っ
て
い
る
様
子
を
テ
ー
マ
に
選

び
、
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
て
、
ス
テ
ン
シ

ル
版
画
を
し
っ
か
り
仕
上
げ
ま
し
た
。

「
う
ま
に
の
っ
た
よ
」

下
野　

春
穂
さ
ん
（
２
年
）

▼

ク
レ
パ
ス
や
コ
ン
テ
、
絵
の
具
を
重
ね

て
、
う
れ
し
か
っ
た
気
持
ち
を
の
び
の
び
と

表
現
で
き
ま
し
た
。

「
麦
」

小
寺　

勝
生
さ
ん
（
４
年
）

▼

二
つ
並
ん
だ
左
払
い
の
方
向
の
違
い
を
意

識
し
な
が
ら
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲魔法の庭ですてきなピアノのコン
サートの様子をお話から想像し、楽し
く表現できました。

「
お
話
の
絵
『
魔
法
の
庭
の
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス

ン
』
」 

橋
本　

紗
里
さ
ん
（
４
年
）

　（ばあばより）

さく   ら

きら   り

はや   と
吉田　咲良ちゃん （9歳・中央）
吉田　颯翔くん （6歳・左）
吉田　姫星ちゃん （4歳・右）

●園部町

いつも仲良く、元気に大きくなってね。

は
や 

と

塩
内　

捷
人
く
ん 

（
３
歳
）

き
ょ
う

　
　
　

京
ち
ゃ
ん 

（
１
歳
6
カ
月
）

●
日
吉
町

「兄妹仲良く元気でネ！」

南丹市環境基本計画を策定
【特 集】

　

夏
も
本
番
を
迎
え
厳
し
い
暑
さ

が
続
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

取
材
活
動
を
通
し
て
「
地
域
の

た
め
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
々

が
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る

ん
だ
」
と
改
め
て
感
じ
、
感
動
の

連
続
。
そ
の
感
動
が
そ
の
ま
ま
伝

わ
る
紙
面
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
新
米
の
私
で
す

が
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
！

（
Ｆ
）

（パパ・ママより）

| 

南
丹
市
立
大
野
小
学
校
|

2011年
6・7月号



■
南
丹
市
環
境
基
本
計
画
と
は

　
南
丹
市
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
守
る
と

同
時
に
、
健
全
な
環
境
に
回
復
さ
せ

て
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
、
来
訪
者
、
事
業
者
、

市
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
と
協
力
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
本
計
画
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
内
容
や
協
力
体
制
を
明
ら
か
に
し
、

南
丹
市
が
、
環
境
面
で
目
指
す
基
本
的

な
方
向
性
を
定
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
総
合
振
興
計
画
を
環
境
面

か
ら
実
現
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
と

同
時
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団

体
が
策
定
す
る
実
行
計
画
と
し
て
も
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
の
政
策
・

事
業
を
環
境
面
か
ら
計
画
・
実
施
・
評

価
・
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
計
画
策
定
の
経
過

　
平
成
21
年
11
月
９
日
に
、
本
計
画
に

つ
い
て
南
丹
市
環
境
審
議
会
へ
諮
問
し

ま
し
た
。

　
環
境
審
議
会
で
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
平
成
22
年
度
の
間
、
全
７
回
の
審
議

会
、
10
回
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会

議
、
現
地
調
査
な
ど
を
開
催
し
、
平
成

23
年
３
月
31
日
に
市
長
へ
答
申
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

■
期
間

　
本
計
画
の
期
間
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
す
。

な
お
、
５
年
間
ず
つ
前
期
と
後
期
に
分

け
、
南
丹
市
を
取
り
巻
く
環
境
や
社
会

情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
、
柔
軟
に
計
画

内
容
を
見
直
し
ま
す
。

■
対
象
範
囲

　
本
計
画
は
市
全
域
を
対
象
と
し
て
、

「
人
づ
く
り
」
「
生
活
環
境
」
「
地
域

環
境
資
源
」
「
資
源
循
環
」
の
４
つ
の

視
点
か
ら
、
市
域
の
環
境
を
と
ら
え
ま

す
。
ま
た
、
本
市
は
由
良
川
・
桂
川

（
淀
川
水
系
）
の
最
上
流
地
域
に
位
置

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
計
画
で
は
、

周
辺
地
域
、
特
に
流
域
へ
の
意
識
、
さ

ら
に
地
球
環
境
へ
の
意
識
と
い
っ
た
、

広
域
的
な
視
点
も
持
ち
ま
す
。

23 広報なんたん6・7月号 広報なんたん6・7月号

今月の表紙
　６月６日、園部第二小学校の地
震を想定した避難訓練で避難する
１年生。「押さない」「しゃべら
ない」「走らない」を守り、すば
やく避難します。

もくじ

人権の窓／環・境・市・民⑲

みんなで描こう協働のキャンバス⑰

いきいき南丹⑱

図書館へようこそ！／暮らしにホッと⑳

平成22年度予算執行状況（下半期）⑧

ぶらりなんたん㉑

なんたんミュージアム／わが家のアイドル㉔

【特集】南丹市環境基本計画を策定②

みんなのひろば㉒
・横町まつり・歌聴風月2011酒蔵ライブ
・日吉福祉大学・紅が丘大学開講式・記念講演　ほか

特集　南丹市環境基本計画を策定特集　南丹市環境基本計画を策定

行政トピックス⑩
・南丹市教育の在り方懇話会
・地震を想定した避難訓練　ほか

インフォメーション⑫
・テレビ大阪地デジ放送スタート！
・第26回国民文化祭・京都2011　ほか

│
南
丹
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定
│

　私
た
ち
は
、
利
便
性
と
引
き
換
え
に
環
境
に
対
し
負
担
を
与
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

　豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
南
丹
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
産
業
の
発
展
な
ど
に
伴
っ
て
環
境
面
で
多

種
多
様
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　南
丹
市
で
は
、
環
境
面
で
目
指
す
基
本
的
な
方
向
性
を
示
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者
、
市
そ
れ
ぞ
れ

が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
や
協
力
体
制
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
南
丹
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
で
協
力
し
て
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

環
境
ミ
ニ
単
語
帳

▼
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

　燃
費
向
上
に
よ
る
省
エ
ネ
と
排
気
ガ

ス
の
削
減
に
役
立
つ
運
転
の
こ
と
。

▼
カ
�
セ
�
ブ
／
カ
�
セ
�
ブ
デ
�

　自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
を
削
減
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
自
動
車
の

使
用
を
控
え
、
公
共
交
通
機
関
や
自
転

車
な
ど
を
利
用
す
る
取
り
組
み
。

▼
カ
�
ボ
ン
・
オ
フ
セ
�
ト

　二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス

に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
排
出
量
が
減

る
よ
う
削
減
努
力
を
行
い
、
そ
れ
で
も

排
出
さ
れ
る
量
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に

見
合
っ
た
削
減
活
動
に
投
資
す
る
こ
と

な
ど
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
埋
め
合
わ

せ
（
オ
フ
セ
ッ
ト
）
す
る
と
い
う
考
え

方
。

▼
環
境
ホ
ル
モ
ン

　正
式
名
称
を
「
外
因
性
内
分
泌
攪
乱

物
質
」
と
い
う
。
生
物
の
内
分
泌
系
を

か
く
乱
し
、
人
間
の
健
康
や
生
態
系
に

悪
影
響
を
与
え
る
化
学
物
質
の
こ
と
。

▲環境審議会会長の中川重年氏から
　計画案を受け取る佐々木市長

計
画
の
基
本
的
事
項

が
い
い
ん
せ
い
な
い
ぶ
ん
ぴ
つ
か
く
ら
ん

ぶ
っ
し
つ
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室
効
果
ガ
ス
を
埋
め
合
わ

せ
（
オ
フ
セ
ッ
ト
）
す
る
と
い
う
考
え

方
。

▼
環
境
ホ
ル
モ
ン

　正
式
名
称
を
「
外
因
性
内
分
泌
攪
乱

物
質
」
と
い
う
。
生
物
の
内
分
泌
系
を

か
く
乱
し
、
人
間
の
健
康
や
生
態
系
に

悪
影
響
を
与
え
る
化
学
物
質
の
こ
と
。

▲環境審議会会長の中川重年氏から
　計画案を受け取る佐々木市長

計
画
の
基
本
的
事
項

が
い
い
ん
せ
い
な
い
ぶ
ん
ぴ
つ
か
く
ら
ん

ぶ
っ
し
つ
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■
人
づ
く
り
面
で
の
課
題

○
現
在
、
市
内
で
取
り
組
ん
で
い
る
環

境
教
育
に
つ
い
て
、
情
報
を
把
握
・

共
有
す
る
こ
と
。

○
情
報
を
共
有
す
る
場
と
な
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
。

○
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
環
境
へ
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
。

○
事
業
者
が
地
域
環
境
保
全
に
取
り
組

む
機
会
、
場
所
を
設
け
る
こ
と
。

■
生
活
環
境
面
で
の
課
題

○
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
の
防
止
に
向

け
た
意
識
向
上
と
監
視
の
強
化
。

○
野
外
焼
却
、
悪
臭
を
防
止
す
る
こ

と
。

○
生
活
排
水
や
農
業
排
水
に
よ
る
河
川

水
質
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
。

○
環
境
保
全
協
定
を
締
結
し
、
事
業
活

動
に
伴
う
環
境
の
悪
化
を
未
然
に
防

止
す
る
こ
と
。

■
地
域
環
境
資
源
面
で
の
課
題

○
豊
か
な
自
然
、
貴
重
な
動
植
物
の
保

全
。

○
人
工
林
の
間
伐
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ

な
ど
に
よ
る
食
害
な
ど
の
対
策
を
推

進
し
、
森
林
の
適
切
な
更
新
を
図
る

こ
と
。

○
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
る
こ

と
。

○
日
本
の
原
風
景
的
な
自
然
景
観
や
歴

史
的
な
町
並
み
を
守
る
こ
と
。

○
文
化
財
や
文
化
遺
産
、
地
域
の
伝
統

を
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
。　

■
資
源
循
環

○
事
業
系
の
ご
み
、
家
庭
系
の
ご
み
の

双
方
を
削
減
す
る
こ
と
。

○
分
別
回
収
、
資
源
回
収
な
ど
を
推
進

し
、
３
Ｒ
を
進
め
る
こ
と
。

○
未
利
用
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
効
果
的
に

活
用
す
る
こ
と
。

○
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
控
え
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
推

進
す
る
こ
と
。

○
水
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
。

▼
グ
リ
�
ン
ツ
�
リ
ズ
ム

　
農
山
漁
村
地
域
な
ど
で
自
然
、
文

化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
、
滞
在

型
の
余
暇
活
動
の
総
称
。

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
�

　
枯
渇
の
危
険
性
が
あ
る
石
油
・
石
炭

な
ど
の
化
石
燃
料
な
ど
と
違
い
、
自
然

現
象
に
よ
っ
て
半
永
久
的
に
得
ら
れ
、

継
続
し
て
利
用
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

▼
森
林
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

　
森
林
を
育
て
る
た
め
、
樹
木
の
植
栽

や
下
刈
り
、
枝
打
ち
、
間
伐
な
ど
の
森

林
整
備
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。

▼
生
物
多
様
性

　
あ
ら
ゆ
る
生
物
種
の
多
さ
と
、
そ
れ

ら
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
生
態
系

の
豊
か
さ
や
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い

る
状
態
の
こ
と
。

▼
地
産
地
消

　「
地
域
生
産
、
地
域
消
費
」
の
略
語
。

▼
バ
イ
オ
マ
ス
／
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

　
再
生
可
能
な
生
物
由
来
の
有
機
性
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
（
化
石
燃
料
は
除

く
）
の
こ
と
。
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
と

は
、
農
林
水
産
省
が
推
進
す
る
地
域
指

定
地
で
、
「
広
く
地
域
の
関
係
者
の
連

携
の
下
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
生
か
ら
利

用
ま
で
の
総
合
的
利
活
用
シ
ス
テ
ム
が

構
築
さ
れ
、
安
定
的
か
つ
適
正
な
バ
イ

オ
マ
ス
利
活
用
が
行
わ
れ
て
い
る
、
あ

る
い
は
今
後
行
わ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
地
域
」
の
こ
と
。

▼
ビ
オ
ト
�
プ

　
ド
イ
ツ
語
の
Ｂ
ｉ
ｏ
（
生
物
）
と
Ｔ

ｏ
ｐ
ｅ
（
空
間
、
場
所
）
を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
。
生
物
が
互
い
に
つ
な
が
り

を
持
ち
な
が
ら
生
息
し
て
い
る
空
間
を

示
す
言
葉
だ
が
、
特
に
開
発
事
業
な
ど

に
よ
っ
て
環
境
の
損
な
わ
れ
た
土
地
や

都
市
内
の
空
き
地
、
校
庭
な
ど
に
造
成

さ
れ
た
生
物
の
生
息
・
生
育
環
境
空
間

を
指
し
て
い
う
場
合
も
あ
る
。

▼
フ
�
ド
マ
イ
レ
�
ジ

　
食
糧
の
総
重
量
と
輸
送
距
離
を
乗
じ

て
数
値
化
し
た
も
の
。

▼
フ
ロ
ン
／
フ
ロ
ン
ガ
ス

　
フ
ッ
素
と
炭
素
な
ど
か
ら
な
る
化
合

物
。
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
原
因
物
質

の
一
つ
。

▼
木
質
ペ
レ
�
ト
／
ペ
レ
�
ト
ス
ト
�
ブ

　
従
来
は
廃
棄
さ
れ
て
い
た
お
が
く

ず
、
端
材
、
樹
皮
な
ど
を
15
㎜
程
度
の

小
さ
な
円
筒
状
に
成
形
し
た
固
形
燃
料

で
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一

つ
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
に
使
用
し

た
ス
ト
ー
ブ
を
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
と

い
う
。

▼
モ
デ
ル
フ
�
レ
ス
ト

　
地
域
で
行
う
、
森
林
を
核
と
し
た
持

続
的
な
地
域
づ
く
り
の
実
践
活
動
の
こ

と
。
森
林
所
有
者
が
放
置
森
林
を
解
消

す
る
た
め
、
活
動
を
希
望
す
る
企
業
な

ど
に
活
動
場
所
を
提
供
し
、
間
伐
な
ど

で
森
林
整
備
を
行
う
も
の
。
参
加
者
に

と
っ
て
は
、
環
境
教
育
な
ど
の
相
乗
効

果
が
あ
る
。

▲子どもたちによる水辺の観察会（八木町西田）

▲地域・学校・企業が協力して行う美化活動
　（ＪＲ園部駅西口の清掃）▲府登録文化財の牧山の松明行事（日吉町中世木の普門院）

▲美山川のクリーンリバー作戦

環
境
の
課
題

計
画
の
体
系

基
本
理
念

環
境
像

基
本
目
標

基
本
計
画

私たちは、環境をよく
するために自ら考え、
行動する、意欲のある
人を目指します。

意欲のある人い きずなを結ぶ

私たちは、環境を慈しむ
心をとおして「人と人」
を結び、きずなの強いま
ちを目指します。

き 自然と共生

私たちは、豊かな自然を
守り、将来に残すため、
人と自然が共に生きるま
ちを目指します。

き資源を生かす

私たちは、限りある資源
を生かし、持続的に発展
するまちを目指します。

い

自然と人が結びあう‘いきいき’南丹市

５つの重点プロジェクト

〈人づくり〉
環境を慈しむ心を育み、
自ら考え、行動し、協
力し合います。

〈生活環境〉
思いやりを大切にし、
みんなが快適に暮らせ
るまちを創ります。

〈地域環境資源〉
自然・歴史・文化、南
丹のかがやきを守り、
伝えます。

〈資源循環〉
水・もの・エネルギー
を有効活用し、環境へ
の負荷が少ないまちを
創ります。

●環境教育・環境学
習・体験活動の推進

●環境に関する情報を
収集、提供し、意識
向上に取り組む

●環境活動団体やリー
ダーの育成・支援

●環境活動のための協
働体制づくり

●公害のない、健康に
暮らせる環境を維持

●ごみのポイ捨て・不
法投棄をなくす

●心が安らぐ快適空間
を創出

●山林・川・里の自然
環境を保全

●生物多様性を保全
●伝統ある歴史・文化
を伝承

●美しい景観を保全
●地域資源を生かした
産業・観光を振興

●市域外にも配慮した
水環境保全を推進
●３Ｒを推進
●資源やエネルギーの
有効活用を推進
●地産地消を推進

い き



45 広報なんたん6・7月号 広報なんたん6・7月号

特集　南丹市環境基本計画を策定特集　南丹市環境基本計画を策定

■
人
づ
く
り
面
で
の
課
題

○
現
在
、
市
内
で
取
り
組
ん
で
い
る
環

境
教
育
に
つ
い
て
、
情
報
を
把
握
・

共
有
す
る
こ
と
。

○
情
報
を
共
有
す
る
場
と
な
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
。

○
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
環
境
へ
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
。

○
事
業
者
が
地
域
環
境
保
全
に
取
り
組

む
機
会
、
場
所
を
設
け
る
こ
と
。

■
生
活
環
境
面
で
の
課
題

○
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
の
防
止
に
向

け
た
意
識
向
上
と
監
視
の
強
化
。

○
野
外
焼
却
、
悪
臭
を
防
止
す
る
こ

と
。

○
生
活
排
水
や
農
業
排
水
に
よ
る
河
川

水
質
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
。

○
環
境
保
全
協
定
を
締
結
し
、
事
業
活

動
に
伴
う
環
境
の
悪
化
を
未
然
に
防

止
す
る
こ
と
。

■
地
域
環
境
資
源
面
で
の
課
題

○
豊
か
な
自
然
、
貴
重
な
動
植
物
の
保

全
。

○
人
工
林
の
間
伐
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ

な
ど
に
よ
る
食
害
な
ど
の
対
策
を
推

進
し
、
森
林
の
適
切
な
更
新
を
図
る

こ
と
。

○
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
る
こ

と
。

○
日
本
の
原
風
景
的
な
自
然
景
観
や
歴

史
的
な
町
並
み
を
守
る
こ
と
。

○
文
化
財
や
文
化
遺
産
、
地
域
の
伝
統

を
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
。　

■
資
源
循
環

○
事
業
系
の
ご
み
、
家
庭
系
の
ご
み
の

双
方
を
削
減
す
る
こ
と
。

○
分
別
回
収
、
資
源
回
収
な
ど
を
推
進

し
、
３
Ｒ
を
進
め
る
こ
と
。

○
未
利
用
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
効
果
的
に

活
用
す
る
こ
と
。

○
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
控
え
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
推

進
す
る
こ
と
。

○
水
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
。

▼
グ
リ
�
ン
ツ
�
リ
ズ
ム

　
農
山
漁
村
地
域
な
ど
で
自
然
、
文

化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
、
滞
在

型
の
余
暇
活
動
の
総
称
。

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
�

　
枯
渇
の
危
険
性
が
あ
る
石
油
・
石
炭

な
ど
の
化
石
燃
料
な
ど
と
違
い
、
自
然

現
象
に
よ
っ
て
半
永
久
的
に
得
ら
れ
、

継
続
し
て
利
用
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

▼
森
林
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

　
森
林
を
育
て
る
た
め
、
樹
木
の
植
栽

や
下
刈
り
、
枝
打
ち
、
間
伐
な
ど
の
森

林
整
備
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。

▼
生
物
多
様
性

　
あ
ら
ゆ
る
生
物
種
の
多
さ
と
、
そ
れ

ら
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
生
態
系

の
豊
か
さ
や
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い

る
状
態
の
こ
と
。

▼
地
産
地
消

　「
地
域
生
産
、
地
域
消
費
」
の
略
語
。

▼
バ
イ
オ
マ
ス
／
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

　
再
生
可
能
な
生
物
由
来
の
有
機
性
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
（
化
石
燃
料
は
除

く
）
の
こ
と
。
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
と

は
、
農
林
水
産
省
が
推
進
す
る
地
域
指

定
地
で
、
「
広
く
地
域
の
関
係
者
の
連

携
の
下
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
生
か
ら
利

用
ま
で
の
総
合
的
利
活
用
シ
ス
テ
ム
が

構
築
さ
れ
、
安
定
的
か
つ
適
正
な
バ
イ

オ
マ
ス
利
活
用
が
行
わ
れ
て
い
る
、
あ

る
い
は
今
後
行
わ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
地
域
」
の
こ
と
。

▼
ビ
オ
ト
�
プ

　
ド
イ
ツ
語
の
Ｂ
ｉ
ｏ
（
生
物
）
と
Ｔ

ｏ
ｐ
ｅ
（
空
間
、
場
所
）
を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
。
生
物
が
互
い
に
つ
な
が
り

を
持
ち
な
が
ら
生
息
し
て
い
る
空
間
を

示
す
言
葉
だ
が
、
特
に
開
発
事
業
な
ど

に
よ
っ
て
環
境
の
損
な
わ
れ
た
土
地
や

都
市
内
の
空
き
地
、
校
庭
な
ど
に
造
成

さ
れ
た
生
物
の
生
息
・
生
育
環
境
空
間

を
指
し
て
い
う
場
合
も
あ
る
。

▼
フ
�
ド
マ
イ
レ
�
ジ

　
食
糧
の
総
重
量
と
輸
送
距
離
を
乗
じ

て
数
値
化
し
た
も
の
。

▼
フ
ロ
ン
／
フ
ロ
ン
ガ
ス

　
フ
ッ
素
と
炭
素
な
ど
か
ら
な
る
化
合

物
。
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
原
因
物
質

の
一
つ
。

▼
木
質
ペ
レ
�
ト
／
ペ
レ
�
ト
ス
ト
�
ブ

　
従
来
は
廃
棄
さ
れ
て
い
た
お
が
く

ず
、
端
材
、
樹
皮
な
ど
を
15
㎜
程
度
の

小
さ
な
円
筒
状
に
成
形
し
た
固
形
燃
料

で
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一

つ
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
に
使
用
し

た
ス
ト
ー
ブ
を
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
と

い
う
。

▼
モ
デ
ル
フ
�
レ
ス
ト

　
地
域
で
行
う
、
森
林
を
核
と
し
た
持

続
的
な
地
域
づ
く
り
の
実
践
活
動
の
こ

と
。
森
林
所
有
者
が
放
置
森
林
を
解
消

す
る
た
め
、
活
動
を
希
望
す
る
企
業
な

ど
に
活
動
場
所
を
提
供
し
、
間
伐
な
ど

で
森
林
整
備
を
行
う
も
の
。
参
加
者
に

と
っ
て
は
、
環
境
教
育
な
ど
の
相
乗
効

果
が
あ
る
。

▲子どもたちによる水辺の観察会（八木町西田）

▲地域・学校・企業が協力して行う美化活動
　（ＪＲ園部駅西口の清掃）▲府登録文化財の牧山の松明行事（日吉町中世木の普門院）

▲美山川のクリーンリバー作戦

環
境
の
課
題

計
画
の
体
系

基
本
理
念

環
境
像

基
本
目
標

基
本
計
画

私たちは、環境をよく
するために自ら考え、
行動する、意欲のある
人を目指します。

意欲のある人い きずなを結ぶ

私たちは、環境を慈しむ
心をとおして「人と人」
を結び、きずなの強いま
ちを目指します。

き 自然と共生

私たちは、豊かな自然を
守り、将来に残すため、
人と自然が共に生きるま
ちを目指します。

き資源を生かす

私たちは、限りある資源
を生かし、持続的に発展
するまちを目指します。

い

自然と人が結びあう‘いきいき’南丹市

５つの重点プロジェクト

〈人づくり〉
環境を慈しむ心を育み、
自ら考え、行動し、協
力し合います。

〈生活環境〉
思いやりを大切にし、
みんなが快適に暮らせ
るまちを創ります。

〈地域環境資源〉
自然・歴史・文化、南
丹のかがやきを守り、
伝えます。

〈資源循環〉
水・もの・エネルギー
を有効活用し、環境へ
の負荷が少ないまちを
創ります。

●環境教育・環境学
習・体験活動の推進

●環境に関する情報を
収集、提供し、意識
向上に取り組む

●環境活動団体やリー
ダーの育成・支援

●環境活動のための協
働体制づくり

●公害のない、健康に
暮らせる環境を維持
●ごみのポイ捨て・不
法投棄をなくす
●心が安らぐ快適空間
を創出

●山林・川・里の自然
環境を保全

●生物多様性を保全
●伝統ある歴史・文化
を伝承

●美しい景観を保全
●地域資源を生かした
産業・観光を振興

●市域外にも配慮した
水環境保全を推進

●３Ｒを推進
●資源やエネルギーの
有効活用を推進

●地産地消を推進

い き
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①

　環
境
の
輪
づ
く
り
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

　

市
・
市
民
・
事
業
者
間
、
地
域
間
、

環
境
活
動
団
体
や
環
境
リ
ー
ダ
ー
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整

備
し
、
情
報
の
収
集
・
提
供
が
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

●
市
民
・
事
業
者
・
市
の
協
働
に
よ
る

計
画
の
推
進

●
学
校
同
士
、
地
域
同
士
が
連
携
し
た

取
り
組
み
の
推
進　
　
　
　
　

  

な
ど

②

　地
域
と
の
連
携
に
よ
る

環
境
学
習
推
進
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

　

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
す
べ
て
の

市
民
を
対
象
と
し
た
環
境
教
育
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
と
地
域
、
事
業

者
、
市
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
地
域
ぐ
る
み
で
環
境
教
育
を
推
進

し
ま
す
。

●
地
域
と
学
校
が
連
携
し
た
環
境
教
育

の
推
進

●
地
域
と
市
・
事
業
者
が
連
携
し
た
環

境
学
習
の
推
進　
　
　
　
　
　

  

な
ど

③

　豊
か
な
森
再
生
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

　

林
業
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
本
市

の
豊
か
な
森
林
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
や
事
業
者
が
協
働
し
、
森
林
整

備
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

■
計
画
の
推
進
体
制

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者
、
市
の
協

働
の
下
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
下
図
の

よ
う
な
推
進
体
制
を
整
備
し
、
各
主
体

が
互
い
に
連
携
し
、
計
画
の
効
果
的
な

推
進
を
図
り
ま
す
。

①
︵
仮
︶
南
丹
市
環
境

　パ
�
ト
ナ
�
シ
�
プ
会
議

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者
、
市
な
ど

の
参
画
組
織
で
あ
り
、
本
計
画
の
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
企
画
し
、
中

心
と
な
っ
て
行
動
し
ま
す
。
市
か
ら
計

画
内
容
の
実
施
状
況
に
関
す
る
年
次
報

告
を
受
け
、
計
画
の
進
捗
状
況
を
点
検

し
、
見
直
し
が
必
要
な
事
項
な
ど
に
つ

い
て
市
へ
提
言
す
る
機
関
で
す
。

②
南
丹
市
環
境
審
議
会

　

年
次
報
告
お
よ
び
（
仮
）
南
丹
市
環
境

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
の
提
言
に
つ

い
て
市
長
か
ら
諮
問
を
受
け
、審
議
結
果

を
答
申
し
ま
す
。

③
庁
内
推
進
会
議

　

市
役
所
内
の
推
進
組
織
で
あ
り
、
関

係
各
課
で
構
成
さ
れ
、
各
課
間
の
連
絡

調
整
、
本
計
画
に
掲
げ
る
環
境
保
全
施

●
地
元
産
木
材
・
林
産
物
の
利
活
用
推

進
●
市
民
・
事
業
者
の
協
働
の
森
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

な
ど

④

　南
丹
の
〝
ほ
ん
ま
も
ん
〞

活
用
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

　

　

地
元
食
材
や
特
産
品
を
は
じ
め
、
歴

史
・
文
化
、
貴
重
な
動
植
物
な
ど
を
保

全
・
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

事
業
者
、
市
な
ど
の
関
係
機
関
と
地

域
住
民
が
連
携
し
、
里
地
里
山
の
保

全
・
活
用
に
努
め
ま
す
。

■
計
画
の
進
行
管
理

・
進
行
管
理
の
基
本
的
な
考
え
方

　

本
計
画
に
示
し
た
環
境
保
全
施
策
や

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
性
を
確
保

す
る
た
め
、
進
行
管
理
は
重
要
な
位
置

づ
け
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
計
画

の
進
行
状
況
を
把
握
、
管
理
し
、
こ
れ

ら
の
状
況
を
広
く
市
民
に
公
表
す
る
と

と
も
に
、
効
果
を
客
観
的
に
評
価
し
、

改
善
点
を
見
つ
け
て
速
や
か
な
措
置
を

講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
計
画
の
進
行

は
、
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
な

サ
イ
ク
ル
「
計
画
↓
実
践
↓
点
検
↓
見

直
し
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）
」
に
の

っ
と
っ
た
形
で
管
理
し
ま
す
。

・
進
捗
状
況
の
把
握
と
公
表

　

計
画
の
実
行
状
況
を
各
計
画
で
設
け

ら
れ
て
い
る
数
値
目
標
を
用
い
て
把
握

し
、
評
価
し
ま
す
。
数
値
目
標
の
な
い

施
策
に
つ
い
て
は
、
計
画
に
基
づ
き
実

行
さ
れ
て
い
る
具
体
的
事
業
の
内
容
な

ど
を
把
握
し
、
評
価
を
行
っ
て
管
理
し

ま
す
。
調
査
結
果
は
、
庁
内
推
進
会
議

で
年
次
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
公
表
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
課

℡
（
０
７
７
１
）
６
８
–
０
０
１
５

策
や
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
合
的
な

推
進
に
あ
た
る
機
関
で
す
。

　

本
計
画
の
進
捗
状
況
を
取
り
ま
と
め

●
地
域
環
境
資
源
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

の
創
出

●
地
域
環
境
資
源
の
保
全
・
有
効
活
用

●
魅
力
あ
る
里
地
里
山
の
保
全　

  

な
ど

⑤

　資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
�
の

地
産
地
消
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

　

　

バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
利
用
に
取
り
組

み
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
げ
る
と
と

も
に
、
資
源
の
循
環
す
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。
地
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
、
利
活
用
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
地
域
内
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
推
進

●
循
環
型
農
業
の
推
進　
　
　
　

  

な
ど

▼
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
�
ン
ペ
�
ン

　温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
各
家
庭

の
電
気
を
一
斉
に
消
す
運
動
。

▼
Ｂ
Ｄ
Ｆ

　バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
。
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
り
、
代

表
的
な
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
。

▲

メ
タ
ン
発
酵
処
理
で
資
源
を
循
環
さ
せ
ま
す

　（八
木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
）

▲

間
伐
に
よ
り
元
気
な
木
が
育
ち
ま
す

　（島
津
製
作
所
の
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
活
動
）

５
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

　

本
計
画
で
は
、
温
暖
化
防
止
が
南
丹

市
の
良
好
な
環
境
の
保
全
に
も
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
計
画
を
推
進
す
る
上
で
、

次
の
基
本
的
な
考
え
に
よ
り
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

■
基
本
的
な
考
え

・
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
の
森
林
資
源
を

生
か
し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

・
市
民
、
事
業
者
、
市
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

・
協
働
に
よ
り
、
取
り
組
み
を
さ
ら
に

推
進
す
る
。

■
削
減
目
標

　

南
丹
市
は
、
平
成
32
年
度
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
を
平
成
２
年
度
比
で
26

％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

（
国
・
京
都
府
の
目
標
値
は
25
％
）

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

計
画
の
推
進

て
、（
仮
）
南
丹
市
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
会
議
、
南
丹
市
環
境
審
議
会
に
報

告
し
ま
す
。
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①

　環
境
の
輪
づ
く
り
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

　

市
・
市
民
・
事
業
者
間
、
地
域
間
、

環
境
活
動
団
体
や
環
境
リ
ー
ダ
ー
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整

備
し
、
情
報
の
収
集
・
提
供
が
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

●
市
民
・
事
業
者
・
市
の
協
働
に
よ
る

計
画
の
推
進

●
学
校
同
士
、
地
域
同
士
が
連
携
し
た

取
り
組
み
の
推
進　
　
　
　
　

  

な
ど

②

　地
域
と
の
連
携
に
よ
る

環
境
学
習
推
進
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

　

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
す
べ
て
の

市
民
を
対
象
と
し
た
環
境
教
育
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
と
地
域
、
事
業

者
、
市
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
地
域
ぐ
る
み
で
環
境
教
育
を
推
進

し
ま
す
。

●
地
域
と
学
校
が
連
携
し
た
環
境
教
育

の
推
進

●
地
域
と
市
・
事
業
者
が
連
携
し
た
環

境
学
習
の
推
進　
　
　
　
　
　

  

な
ど

③

　豊
か
な
森
再
生
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

　

林
業
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
本
市

の
豊
か
な
森
林
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
や
事
業
者
が
協
働
し
、
森
林
整

備
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

■
計
画
の
推
進
体
制

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者
、
市
の
協

働
の
下
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
下
図
の

よ
う
な
推
進
体
制
を
整
備
し
、
各
主
体

が
互
い
に
連
携
し
、
計
画
の
効
果
的
な

推
進
を
図
り
ま
す
。

①
︵
仮
︶
南
丹
市
環
境

　パ
�
ト
ナ
�
シ
�
プ
会
議

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者
、
市
な
ど

の
参
画
組
織
で
あ
り
、
本
計
画
の
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
企
画
し
、
中

心
と
な
っ
て
行
動
し
ま
す
。
市
か
ら
計

画
内
容
の
実
施
状
況
に
関
す
る
年
次
報

告
を
受
け
、
計
画
の
進
捗
状
況
を
点
検

し
、
見
直
し
が
必
要
な
事
項
な
ど
に
つ

い
て
市
へ
提
言
す
る
機
関
で
す
。

②
南
丹
市
環
境
審
議
会

　

年
次
報
告
お
よ
び
（
仮
）
南
丹
市
環
境

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
の
提
言
に
つ

い
て
市
長
か
ら
諮
問
を
受
け
、審
議
結
果

を
答
申
し
ま
す
。

③
庁
内
推
進
会
議

　

市
役
所
内
の
推
進
組
織
で
あ
り
、
関

係
各
課
で
構
成
さ
れ
、
各
課
間
の
連
絡

調
整
、
本
計
画
に
掲
げ
る
環
境
保
全
施

●
地
元
産
木
材
・
林
産
物
の
利
活
用
推

進
●
市
民
・
事
業
者
の
協
働
の
森
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

な
ど

④

　南
丹
の
〝
ほ
ん
ま
も
ん
〞

活
用
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

　

　

地
元
食
材
や
特
産
品
を
は
じ
め
、
歴

史
・
文
化
、
貴
重
な
動
植
物
な
ど
を
保

全
・
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

事
業
者
、
市
な
ど
の
関
係
機
関
と
地

域
住
民
が
連
携
し
、
里
地
里
山
の
保

全
・
活
用
に
努
め
ま
す
。

■
計
画
の
進
行
管
理

・
進
行
管
理
の
基
本
的
な
考
え
方

　

本
計
画
に
示
し
た
環
境
保
全
施
策
や

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
性
を
確
保

す
る
た
め
、
進
行
管
理
は
重
要
な
位
置

づ
け
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
計
画

の
進
行
状
況
を
把
握
、
管
理
し
、
こ
れ

ら
の
状
況
を
広
く
市
民
に
公
表
す
る
と

と
も
に
、
効
果
を
客
観
的
に
評
価
し
、

改
善
点
を
見
つ
け
て
速
や
か
な
措
置
を

講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
計
画
の
進
行

は
、
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
な

サ
イ
ク
ル
「
計
画
↓
実
践
↓
点
検
↓
見

直
し
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）
」
に
の

っ
と
っ
た
形
で
管
理
し
ま
す
。

・
進
捗
状
況
の
把
握
と
公
表

　

計
画
の
実
行
状
況
を
各
計
画
で
設
け

ら
れ
て
い
る
数
値
目
標
を
用
い
て
把
握

し
、
評
価
し
ま
す
。
数
値
目
標
の
な
い

施
策
に
つ
い
て
は
、
計
画
に
基
づ
き
実

行
さ
れ
て
い
る
具
体
的
事
業
の
内
容
な

ど
を
把
握
し
、
評
価
を
行
っ
て
管
理
し

ま
す
。
調
査
結
果
は
、
庁
内
推
進
会
議

で
年
次
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
公
表
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
課

℡
（
０
７
７
１
）
６
８
–
０
０
１
５

策
や
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
合
的
な

推
進
に
あ
た
る
機
関
で
す
。

　

本
計
画
の
進
捗
状
況
を
取
り
ま
と
め

●
地
域
環
境
資
源
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

の
創
出

●
地
域
環
境
資
源
の
保
全
・
有
効
活
用

●
魅
力
あ
る
里
地
里
山
の
保
全　

  

な
ど

⑤

　資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
�
の

地
産
地
消
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

　

　

バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
利
用
に
取
り
組

み
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
げ
る
と
と

も
に
、
資
源
の
循
環
す
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。
地
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
、
利
活
用
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
地
域
内
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
推
進

●
循
環
型
農
業
の
推
進　
　
　
　

  

な
ど

▼
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
�
ン
ペ
�
ン

　温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
各
家
庭

の
電
気
を
一
斉
に
消
す
運
動
。

▼
Ｂ
Ｄ
Ｆ

　バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
。
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
り
、
代

表
的
な
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
。

▲

メ
タ
ン
発
酵
処
理
で
資
源
を
循
環
さ
せ
ま
す

　（八
木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
）

▲

間
伐
に
よ
り
元
気
な
木
が
育
ち
ま
す

　（島
津
製
作
所
の
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
活
動
）

５
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

　

本
計
画
で
は
、
温
暖
化
防
止
が
南
丹

市
の
良
好
な
環
境
の
保
全
に
も
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
計
画
を
推
進
す
る
上
で
、

次
の
基
本
的
な
考
え
に
よ
り
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

■
基
本
的
な
考
え

・
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
の
森
林
資
源
を

生
か
し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

・
市
民
、
事
業
者
、
市
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

・
協
働
に
よ
り
、
取
り
組
み
を
さ
ら
に

推
進
す
る
。

■
削
減
目
標

　

南
丹
市
は
、
平
成
32
年
度
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
を
平
成
２
年
度
比
で
26

％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

（
国
・
京
都
府
の
目
標
値
は
25
％
）

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

計
画
の
推
進

て
、（
仮
）
南
丹
市
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
会
議
、
南
丹
市
環
境
審
議
会
に
報

告
し
ま
す
。



市の借入金（市債）

借入現在高   ６０0億７，391万円

市民１人当たりの借入金　１７5万円 ◆算出方法◆
市民（世帯）に使われるお金＝総予算÷人口または世帯数
市民（世帯）が負担する税金＝市税予算÷人口または世帯数

　小・中学校の校舎のように将来まで役立つ施設の
建設費などを、次世代の人々にも負担していただこ
うという考えに基づき、借り入れるものです。

※うち地方交付税で補てんされる分（見込み）は
約324億円（53.9％）で実質市民１人当たりの借入
金は約80万円となります。

特別会計

一般会計

企業会計（上水道事業）

1世帯当たりに使わ
れる市のお金
１72万円 

1世帯当たりが負担
する税金（市税）
３３万円 

一般会計

市民1人当たりに使わ
れる市のお金

68万円

市民1人当たりが負担
する税金（市税）
１３万円

一般会計　306億6，337万円
特別会計　２76億4，692万円
企業会計 　 １7億6，362万円

平成22年度予算執行状況
（平成23年３月31日現在）

※平成23年3月31日現在の
　人口　34,398人　　世帯数　13,571世帯

89 広報なんたん6・7月号 広報なんたん6・7月号

地方交付税

市税

市債

国庫支出金

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

101億  683万円 

44億3,558万円　　　　 
44億2,217万円（99.7%）

24億3,150万円　　　 
3億5,890万円（14.8%）

17億4,698万円（73.2%）
23億8,516万円　　　　 

14億2,626万円　　　 
7億4,659万円（52.3%）

4,740万円　　　　 
2,564万円（54.1%）

2億1,771万円　　　　 
2億1,771万円（100%）

23億  905万円　　　 
21億5,982万円（93.5%）

101億  683万円（100%）

予算額  　２３３億５,９４９万円
収入済額　１９７億８,４６４万円
収入率　　　　　　　8４.７%

収入済額
予 算 額

（収入率）

土木費

民生費

公債費

総務費

教育費

 衛生費

農林水産業費

その他

44億6,944万円

予算額  　２３３億５,９４９万円
支出済額　1６８億３,4２４万円
支出率　　　　　　　７２.１％

17億1,054万円（38.3%）

50億6,017万円

37億7,929万円

37億4,667万円

17億4,901万円

41億  188万円（81.1%）

37億7,929万円（100%）

22億7,460万円（60.7%）

14億7,992万円（84.6%）

20億3,397万円

11億3,273万円

13億8,821万円

16億3,721万円（80.5%）

7億7,442万円（68.4%）

10億7,638万円（77.5%）

支出済額
予 算 額

（支出率）

　市民の皆さんの税金がどのように使われ、市の財政がどのような状況にあるのか？を知ってい
ただくために年２回財政状況を公表しています。
　今回は、平成22年度予算の下半期の執行状況をお知らせします。

※繰越予算額を含む
※単位未満四捨五入

※繰越予算額を含む
※単位未満四捨五入
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金は約80万円となります。
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企業会計（上水道事業）

1世帯当たりに使わ
れる市のお金
１72万円 

1世帯当たりが負担
する税金（市税）
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一般会計
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17億1,054万円（38.3%）

50億6,017万円

37億7,929万円

37億4,667万円

17億4,901万円

41億  188万円（81.1%）

37億7,929万円（100%）

22億7,460万円（60.7%）
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11億3,273万円

13億8,821万円

16億3,721万円（80.5%）

7億7,442万円（68.4%）

10億7,638万円（77.5%）

支出済額
予 算 額

（支出率）

　市民の皆さんの税金がどのように使われ、市の財政がどのような状況にあるのか？を知ってい
ただくために年２回財政状況を公表しています。
　今回は、平成22年度予算の下半期の執行状況をお知らせします。

※繰越予算額を含む
※単位未満四捨五入

※繰越予算額を含む
※単位未満四捨五入

名　　　称 予  算  額 収入済額 収 入 率 支出済額 支 出 率
国 民 健 康 保 険 事 業 35億1,049万円 27億5,767万円 78.6% 31億3,829万円 89.4%
老 人 保 健 事 業 2,299万円 2,283万円 99.3% 2,283万円 99.3%
介 護 保 険 事 業 31億　 64万円 24億9,366万円 80.4% 27億8,843万円 89.9%
市 営 バ ス 運 行 事 業 4,607万円 2,894万円 62.8% 4,274万円 92.8%
簡 易 水 道 事 業 7億1,890万円 4億2,695万円 59.4% 5億2,198万円 72.6%
下 水 道 事 業 28億6,257万円 7億9,395万円 27.7% 25億5,052万円 89.1%
土 地 取 得 事 業 2億5,507万円 1億9,397万円 76.0% 1億9,291万円 75.6%
後期高齢者医療事業 4億3,326万円 3億8,717万円 89.4% 3億3,052万円 76.3%

区　　分 収入予算額 収入済額 収 入 率 支出予算額 支出済額 支 出 率
収 益 的 4億4,024万円 4億4,475万円 101.0% 4億1,382万円 3億9,451万円 95.3%
資 本 的 5,675万円 3,348万円 59.0% 2億3,665万円 1億9,837万円 83.8%



11

慌
て
ず
、
騒
が
ず
、
落
ち
着
い
て

―
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
―

　
園
部
第
二
小
学
校
で
６
月
６
日
、
地

震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
、
火
災
を
想
定
し
た
訓

練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
日
本

大
震
災
を
受
け
急
き
ょ
実
施
。
地
震
が

発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
子
ど
も
た
ち

は
ま
ず
机
の
下
に
隠
れ
た
後
、
先
生
の

指
示
に
従
っ
て
体
育
館
へ
す
ば
や
く
移

動
し
ま
し
た
。

　
訓
練
後
に
は
、
実
際
に
南
三
陸
町
へ

救
出
活
動
に
行
か
れ
た
園
部
消
防
署

の
水み
ず

主し

さ
ん
の
体
験
談
を
聞
き
、
震
災

被
害
の
大
き
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

▲市の現状を確認し議論すべき事項を確認▲おりょうの宿を利用される川西文子さん

行
政

 
ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
教
育
の
あ
り
方
・
将
来
像
考
え

有
識
者
に
よ
り
議
論
を
進
め
る

―
南
丹
市
教
育
の
在
り
方
懇
話
会
―

　
南
丹
市
教
育
委
員
会
は
６
月
２
日
、

今
後
10
年
間
を
見
通
す
中
で
、
本
市
に

お
け
る
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り
方
や

目
指
す
教
育
像
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
る
「
南
丹
市
教
育
の
在
り
方
懇
話

会
」
を
、
有
識
者
５
人
に
よ
り
設
置

し
、
初
会
合
を
行
い
ま
し
た
。

　
森
教
育
長
か
ら
「
今
後
、
市
と
し
て

ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
て
ば
良
い

か
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

投
げ
掛
け
に
対
し
、
座
長
の
山
口
満
氏

（
筑
波
大
名
誉
教
授
）
は
「
一
つ
一
つ

の
学
校
、
一
つ
一
つ
の
ク
ラ
ス
、
そ
し

て
一
人
一
人
に
対
し
ど
の
よ
う
に
目
を

向
け
る
か
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
旧

４
町
の
特
色
を
残
し
な
が
ら
、
市
と
し

て
の
ト
ー
タ
ル
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
懇
話
会
は
、
今
年
度
中
に
３
回
程

度
開
催
し
、
年
度
内
に
提
言
を
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
懇
話
会
の
議
論
を
ベ
ー
ス
と

し
て
、
急
激
な
少
子
化
の
進
行
な
ど
を

背
景
と
し
た
学
校
教
育
環
境
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
「
学
校
教
育
環
境
整
備
等

検
討
委
員
会
」
と
、
中
学
校
に
お
け
る

給
食
の
あ
り
方
を
軸
に
、
今
日
求
め
ら

れ
て
い
る
学
校
給
食
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
「
中
学
校
給
食
在
り
方
検
討
委
員

会
」
も
同
時
に
設
置
し
、
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
有
識
者
13
人
に
よ
り
構
成

さ
れ
、
前
者
は
今
年
度
中
に
５
回
程

度
、
後
者
も
今
年
度
中
に
３
回
程
度
開

催
し
、
年
度
内
に
答
申
を
い
た
だ
く
予

定
を
し
て
い
ま
す
。

祝
・
ラ
ポ
ー
ル
も
ろ
は
た
竣
工

「
お
も
て
な
し
の
心
」
大
切
に

―
短
期
入
所
生
活
介
護
施
設
竣
工
―

　
昨
年
の
11
月
中
旬
か
ら
社
会
福
祉
法

人
「
未
生
会
」
が
建
設
さ
れ
て
い
た
短

期
入
所
生
活
介
護
施
設
・
ラ
ポ
ー
ル
も

ろ
は
た
が
、
八
木
町
諸
畑
に
完
成
し
、

竣
工
式
が
４
月
20
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

一
泊
か
ら
最
大
２
週
間
程
度
宿
泊
可

能
、
個
室
20
部
屋
・
定
員
20
人
の
小
さ

な
施
設
で
す
。
そ
の
特
徴
を
う
ま
く
生

か
し
、
家
庭
で
感
じ
る
よ
う
な
安
ら
ぎ

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
利
用
さ

れ
る
方
に
は
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を

大
切
に
寄
り
添
い
ま
す
。

▲頭を帽子や座布団で守って非難する児童
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園
部
ま
ご
こ
ろ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

皆
が
集
え
る
交
流
の
場
と
し
て

―
竣
工
・
開
所
式
典
―

　
４
月
23
日
、
園
部
ま
ご
こ
ろ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
陽
だ
ま
り
」
の
竣
工
・
開
所

式
典
が
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
後
、
場
所
を
現

地
に
移
し
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
除
幕
式
、

施
設
内
の
見
学
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
施
設
は
、
南
丹
市
内
に
拠
点
を

置
く
社
会
福
祉
法
人「
京
都
太
陽
の
園
」

が
、
園
部
町
本
町
に
あ
る
築
２
０
０
年

の
古
民
家
を
改
装
し
開
設
さ
れ
た
も
の

で
す
。
今
後
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

地
域
活
動
支
援
、
就
労
支
援
、
相
談
支

援
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
地
域
住
民
と

の
協
働
の
場
と
し
て
活
動
さ
れ
ま
す
。

豊
か
な
知
識
と
教
養
身
に
付
け

生
き
が
い
あ
る
生
涯
を
過
ご
す

 

―
南
丹
大
学
開
校
式
・
防
災
講
演
―

　
４
月
28
日
、
八
木
公
民
館
で
生
涯
生

活
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
60
歳
以

上
を
対
象
に
南
丹
大
学
を
開
講
。
５
月

20
日
に
は
防
災
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
が

行
わ
れ
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
に
お

け
る
救
援
活
動
の
様
子
に
触
れ
ま
し

た
。
京
都
中
部
広
域
消
防
組
合
園
部
消

防
署
の
田
中
課
長
補
佐
は
「
震
災
で
は

絆き
ず
なが
唯
一
得
ら
れ
た
も
の
。
自
助
、
共

助
の
心
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と

参
加
者
の
防
災
意
識
を
喚
起
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
期
限
が
迫
る
火
災

警
報
器
の
設
置
の
呼
び
掛
け
を
行
い
ま

し
た
。

市
民
の
安
全
・
安
心
守
り
ま
す

―
南
丹
市
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
―

　
６
月
１
日
に
、
京
都
府
、
消
防
団
、

消
防
署
、
警
察
署
、
市
防
災
関
係
課
な

ど
数
多
く
の
関
係
者
に
よ
り
防
災
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
。
大
雪
に
よ
る
倒
木
で

一
時
通
行
止
め
と
な
っ
た
神
楽
坂
ト
ン

ネ
ル
付
近
（
佐
々
江
）、
落
石
の
恐
れ
が

あ
る
木
住
竹
ヶ
鼻
先
の
民
家
付
近
、
豪

雨
・
出
水
時
に
破
堤
・
浸
水
の
恐
れ
が

あ
る
本
梅
川
（
宍
人
）
を
調
査
。
総
括

会
議
に
お
い
て
小
出
南
丹
土
木
技
術
次

長
は
「
防
災
意
識
の
喚
起
と
対
策
の
両

方
が
大
切
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

佐
々
木
市
長
は
関
係
機
関
と
の
連
携
、

情
報
の
共
有
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

　
南
丹
市
担
当
行
政
相
談
委
員

森

　
健
太
郎
さ
ん
（
美
山
町
）

　
森
健
太
郎
さ
ん
は
、
平
成
７
年
４
月

か
ら
今
年
３
月
末
ま
で
、
16
年
の
長
き

に
渡
り
、南
丹
市
（
合
併
前
は
美
山
町
）

担
当
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
美
山

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
市
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
多
種
多
様
な
相
談
に

対
し
、
親
身
に
な
っ
て
受
け
止
め
、
そ

の
解
決
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
そ
の
功
績
に
対
し
て
、
総
務

大
臣
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

▲竣工・開所を祝いテープカット

▲被災地での救助活動の様子を見る学生の皆さん

▲現地パトロールにおいて状況を把握

広報なんたん6・7月号 広報なんたん6・7月号

総
務
大
臣
らか
感
謝
状

み
ん
な
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慌
て
ず
、
騒
が
ず
、
落
ち
着
い
て

―
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
―

　
園
部
第
二
小
学
校
で
６
月
６
日
、
地

震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
、
火
災
を
想
定
し
た
訓

練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
日
本

大
震
災
を
受
け
急
き
ょ
実
施
。
地
震
が

発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
子
ど
も
た
ち

は
ま
ず
机
の
下
に
隠
れ
た
後
、
先
生
の

指
示
に
従
っ
て
体
育
館
へ
す
ば
や
く
移

動
し
ま
し
た
。

　
訓
練
後
に
は
、
実
際
に
南
三
陸
町
へ

救
出
活
動
に
行
か
れ
た
園
部
消
防
署

の
水み
ず

主し

さ
ん
の
体
験
談
を
聞
き
、
震
災

被
害
の
大
き
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

▲市の現状を確認し議論すべき事項を確認▲おりょうの宿を利用される川西文子さん

行
政

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
教
育
の
あ
り
方
・
将
来
像
考
え

有
識
者
に
よ
り
議
論
を
進
め
る

―
南
丹
市
教
育
の
在
り
方
懇
話
会
―

　
南
丹
市
教
育
委
員
会
は
６
月
２
日
、

今
後
10
年
間
を
見
通
す
中
で
、
本
市
に

お
け
る
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り
方
や

目
指
す
教
育
像
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
る
「
南
丹
市
教
育
の
在
り
方
懇
話

会
」
を
、
有
識
者
５
人
に
よ
り
設
置

し
、
初
会
合
を
行
い
ま
し
た
。

　
森
教
育
長
か
ら
「
今
後
、
市
と
し
て

ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
て
ば
良
い

か
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

投
げ
掛
け
に
対
し
、
座
長
の
山
口
満
氏

（
筑
波
大
名
誉
教
授
）
は
「
一
つ
一
つ

の
学
校
、
一
つ
一
つ
の
ク
ラ
ス
、
そ
し

て
一
人
一
人
に
対
し
ど
の
よ
う
に
目
を

向
け
る
か
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
旧

４
町
の
特
色
を
残
し
な
が
ら
、
市
と
し

て
の
ト
ー
タ
ル
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
懇
話
会
は
、
今
年
度
中
に
３
回
程

度
開
催
し
、
年
度
内
に
提
言
を
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
懇
話
会
の
議
論
を
ベ
ー
ス
と

し
て
、
急
激
な
少
子
化
の
進
行
な
ど
を

背
景
と
し
た
学
校
教
育
環
境
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
「
学
校
教
育
環
境
整
備
等

検
討
委
員
会
」
と
、
中
学
校
に
お
け
る

給
食
の
あ
り
方
を
軸
に
、
今
日
求
め
ら

れ
て
い
る
学
校
給
食
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
「
中
学
校
給
食
在
り
方
検
討
委
員

会
」
も
同
時
に
設
置
し
、
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
有
識
者
13
人
に
よ
り
構
成

さ
れ
、
前
者
は
今
年
度
中
に
５
回
程

度
、
後
者
も
今
年
度
中
に
３
回
程
度
開

催
し
、
年
度
内
に
答
申
を
い
た
だ
く
予

定
を
し
て
い
ま
す
。

祝
・
ラ
ポ
ー
ル
も
ろ
は
た
竣
工

「
お
も
て
な
し
の
心
」
大
切
に

―
短
期
入
所
生
活
介
護
施
設
竣
工
―

　
昨
年
の
11
月
中
旬
か
ら
社
会
福
祉
法

人
「
未
生
会
」
が
建
設
さ
れ
て
い
た
短

期
入
所
生
活
介
護
施
設
・
ラ
ポ
ー
ル
も

ろ
は
た
が
、
八
木
町
諸
畑
に
完
成
し
、

竣
工
式
が
４
月
20
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

一
泊
か
ら
最
大
２
週
間
程
度
宿
泊
可

能
、
個
室
20
部
屋
・
定
員
20
人
の
小
さ

な
施
設
で
す
。
そ
の
特
徴
を
う
ま
く
生

か
し
、
家
庭
で
感
じ
る
よ
う
な
安
ら
ぎ

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
利
用
さ

れ
る
方
に
は
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を

大
切
に
寄
り
添
い
ま
す
。

▲頭を帽子や座布団で守って非難する児童
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園
部
ま
ご
こ
ろ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

皆
が
集
え
る
交
流
の
場
と
し
て

―
竣
工
・
開
所
式
典
―

　
４
月
23
日
、
園
部
ま
ご
こ
ろ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
陽
だ
ま
り
」
の
竣
工
・
開
所

式
典
が
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
後
、
場
所
を
現

地
に
移
し
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
除
幕
式
、

施
設
内
の
見
学
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
施
設
は
、
南
丹
市
内
に
拠
点
を

置
く
社
会
福
祉
法
人「
京
都
太
陽
の
園
」

が
、
園
部
町
本
町
に
あ
る
築
２
０
０
年

の
古
民
家
を
改
装
し
開
設
さ
れ
た
も
の

で
す
。
今
後
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

地
域
活
動
支
援
、
就
労
支
援
、
相
談
支

援
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
地
域
住
民
と

の
協
働
の
場
と
し
て
活
動
さ
れ
ま
す
。

豊
か
な
知
識
と
教
養
身
に
付
け

生
き
が
い
あ
る
生
涯
を
過
ご
す

 

―
南
丹
大
学
開
校
式
・
防
災
講
演
―

　
４
月
28
日
、
八
木
公
民
館
で
生
涯
生

活
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
60
歳
以

上
を
対
象
に
南
丹
大
学
を
開
講
。
５
月

20
日
に
は
防
災
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
が

行
わ
れ
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
に
お

け
る
救
援
活
動
の
様
子
に
触
れ
ま
し

た
。
京
都
中
部
広
域
消
防
組
合
園
部
消

防
署
の
田
中
課
長
補
佐
は
「
震
災
で
は

絆き
ず
なが
唯
一
得
ら
れ
た
も
の
。
自
助
、
共

助
の
心
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と

参
加
者
の
防
災
意
識
を
喚
起
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
期
限
が
迫
る
火
災

警
報
器
の
設
置
の
呼
び
掛
け
を
行
い
ま

し
た
。

市
民
の
安
全
・
安
心
守
り
ま
す

―
南
丹
市
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
―

　
６
月
１
日
に
、
京
都
府
、
消
防
団
、

消
防
署
、
警
察
署
、
市
防
災
関
係
課
な

ど
数
多
く
の
関
係
者
に
よ
り
防
災
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
。
大
雪
に
よ
る
倒
木
で

一
時
通
行
止
め
と
な
っ
た
神
楽
坂
ト
ン

ネ
ル
付
近
（
佐
々
江
）、
落
石
の
恐
れ
が

あ
る
木
住
竹
ヶ
鼻
先
の
民
家
付
近
、
豪

雨
・
出
水
時
に
破
堤
・
浸
水
の
恐
れ
が

あ
る
本
梅
川
（
宍
人
）
を
調
査
。
総
括

会
議
に
お
い
て
小
出
南
丹
土
木
技
術
次

長
は
「
防
災
意
識
の
喚
起
と
対
策
の
両

方
が
大
切
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

佐
々
木
市
長
は
関
係
機
関
と
の
連
携
、

情
報
の
共
有
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

　
南
丹
市
担
当
行
政
相
談
委
員

森

　
健
太
郎
さ
ん
（
美
山
町
）

　
森
健
太
郎
さ
ん
は
、
平
成
７
年
４
月

か
ら
今
年
３
月
末
ま
で
、
16
年
の
長
き

に
渡
り
、南
丹
市
（
合
併
前
は
美
山
町
）

担
当
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
美
山

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
市
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
多
種
多
様
な
相
談
に

対
し
、
親
身
に
な
っ
て
受
け
止
め
、
そ

の
解
決
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
そ
の
功
績
に
対
し
て
、
総
務

大
臣
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

▲竣工・開所を祝いテープカット

▲被災地での救助活動の様子を見る学生の皆さん

▲現地パトロールにおいて状況を把握
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総
務
大
臣
らか
感
謝
状

み
ん
な
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　市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
要

望
・
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

「
テ
レ
ビ
大
阪
」
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
が
、
６
月
24
日
か
ら
７
ch
で
ご
覧
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
テ
レ
ビ
大
阪
」
の
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
開
始
は
、
こ
れ
ま
で
南
丹
市
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）
に
ご
加
入

い
た
だ
き
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
「
テ
レ

ビ
大
阪
」
を
視
聴
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ん

の
声
を
尊
重
し
、
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
て
き
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
す
。

■ インターネットで快適環境

　ＣＡＴＶに加入いただくと、インターネットサ
ービスも受けることができます（有料）。
　インターネットサービスでは、インターネット
接続はもちろん、家族で利用いただけるよう電子
メールアドレスが５個まで取得可能なほか、メー
ル転送、ウイルス駆除、ホームページ開設など、
情報化社会に対応した快適なサービスを提供して
います。

■ 加入の初期費用と月額料金は

　ＣＡＴＶに加入の場合、初期費用40,000円（加
入分担金）と月額基本料金1,500円が必要になりま
す。接続に必要な標準工事費は60,000円程度（Ｆ
ＴＴＨ地区の場合）です。ただし、工事内容によ
り別途費用が掛かる場合があります。
　インターネットサービスを利用の場合、初期費
用5,000円（加入分担金）と月額基本料金3,000円
が必要になります。標準工事費は30,000円程度で
す。ケーブルの状況によって、基本料金や工事費
用が変わりますので、詳しくは南丹市情報センタ
ーへお問い合わせください。

■ ＢＳアナログ放送終了します

　地上デジタル放送の完全移行に伴って、南丹市
ケーブルテレビにおけるＢＳアナログ放送も終了
します。
　引き続きＢＳ視聴を希望される方は、新ＢＳプ
ラン手続きをお願いします。
　ケーブルテレビ対応工事が大変込み合うことが
予想されます。アナログ放送終了前後に南丹市ケ
ーブルテレビに加入される場合は、加入手続きを
お急ぎください。

インフォメーション

増えて満足
見られて納得
頼りになるＣＡＴＶです！

テ
レ
ビ
大
阪

　
放
送
ス
タ
�
ト
！

地デジ

７月24日までに、アナログ放送が終了します。デジタル対応をお急ぎください！地上デジタル放送に関しては、南丹市情報センター（0771－６３－１７７７）または
南丹市役所地域振興課（0771－６８－００１９）までお問い合わせください。

デジタルで
見られるように
なりました！

6月24日～
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今年の秋は、まさに工芸の祭典

市民でつくる南丹いろいろマップ（仮称）に
皆さんの情報をお寄せください

　国民文化祭で南丹市は、美術展「工芸」と「工房と里の
秋めぐりマップ」の２つの主催事業を実施します。
　美術展「工芸」では、全国から募集したさまざまな分野
の工芸作品を工芸に携わる著名な方々に審査をいただき表
彰します。会場は、南丹市立文化博物館および南丹市国際
交流会館を予定しています。現在、全国から工芸作品が寄
せられています。
　この美術展「工芸」と同時に南丹地域で活躍されている
工芸家の皆さんの作品と、南丹市の新たな顔となっている
園部の町家のたたずまいとのコラボレーション企画「町家
展示」も予定しています。例年の工芸文化祭とは違った雰
囲気の中で、工芸家の皆さんの作品をご覧いただき、南丹
地域の「ものづくり力」を肌で感じていただきたいと思い
ます。
　そのほかにも、市民の皆さんが生涯学習の一環として楽
しく、丁寧に作り上げられた作品を展示する文化事業共同
展示会や、障がいのある方が取り組む感性豊かな「ものづ
くり」を紹介する工芸作品発表会、子どもたちのすばらし
い作品の数々を展示する『「美」と「和」で「輪

むす

ぶ」』南
丹文化ジョイントプログラムの一環南丹工芸美術教育展も
さらに充実した内容で同時開催します。
　また、国民文化祭本番の今年は、もう一つ大きな展示会
がやってきます。日本の工芸美術界をリードされ、京都を
中心に活躍される工芸美術家の皆さんで組織される京都工
芸美術作家協会の創立65周年を記念した京都工芸美術作家
協会展の開催です。200点を超える工芸美術作品が南丹市
立文化博物館に展示されます。ぜひ京都の工芸美術の創造
性あふれる「美」の世界をご鑑賞ください。
　このように期間中は京都ならでは、南丹市ならではのま
さに「工芸の祭典」と呼ぶにふさわしい取り組みを多く予
定しています。今年の秋をお楽しみに。

　『工房と里の秋めぐりマップ　「南丹いろいろマップ」
（仮称）』に皆さんのアイデアや情報をお寄せください。
いろいろマップでは、マップを色分けし、色ごとに食べ
る・見る・遊ぶ・ふれるなどのテーマを設け情報発信を行
うものです。現在、各家庭にアイデアや情報の提供をお願
いするチラシをお届けしています。南丹市ならではの情報
満載「南丹いろいろマップ」の作成に皆さんのご協力をお
願いします。
　採用させていただいた情報を提供いただいた方には、記
念品を用意していますので、どしどしご応募ください。詳
しくはチラシをご覧ください。

ちょこっと用語説明コーナー

南丹市立文化博物館・南丹市国際交流会館
　南丹市立文化博物館・南丹市国際交流会館は、南丹市
役所本庁のすぐ横にあります。ＪＲ園部駅からバスを利
用すると便利です。公園駐車場も整備されていますので
お車でお越しいただくこともでき、国民文化祭の間は、
会場間をつなぐシャトルバスの運行やレンタサイクルの
設置なども予定しています。会場周辺では、南丹市なら
ではの食をテーマにした「食の祭典」なども開催しま
す。特にこの頃は園部公園内の紅葉が真っ赤に色づき見
ごろを迎えます。

園部の町家
　旧山陰街道と城下町の風景を残す園部の町並みです。
ＪＲ園部駅から徒歩で約５分の新町エリアから始まる町
家の家並みで商店街から国道９号線へと続きます。古い
もので18世紀中ごろのものが残る園部の町家は、地域の
歴史を知る上でとても貴重。妻

つま

入
いり

と平
ひら

入
いり

と呼ばれる屋根
が混在している点が珍しいといわれています。園部本陣
周辺では、季節ごとにまちなか再発見グループによるま
ちおこしイベントが開催されます。今回はこの町家をお
借りして、南丹地域ゆかりの工芸家の皆さんのすばらし
い作品を展示します。

『「美」と「和」で「輪
むす

ぶ」』南丹文化ジョイントプログ
ラム
　平成19年度から始まったジョイントプログラムです。
南丹市をはじめとする２市１町、京都府南丹広域振興局
および南丹教育局が連携し、南丹地域の文化の振興、さ
らには、国民文化祭京都開催に向けた気運を高めるため
の取り組みです。「南丹工芸文化祭」、「南丹工芸美術
教育展」、「次世代へつなぐ南丹地域文化フォーラム」
の３本柱により構成されています。

京都工芸美術作家協会
　京都を中心に活躍する工芸美術作家による会派を超え
た作家団体です。昭和21年10月22日に創立され、陶磁、
染織、漆、金工、人形、ガラス、截

きり

金
がね

、木竹、七宝、皮
革などの多様な工芸分野で活躍される著名な工芸美術家
の皆さんが参画されています。京都のみならず全国各地
で展示会を開催し、平成13年には海外展も実施されまし
た。

国民文化祭

　国民文化祭とは、全国各地から多くの
「文化」と「人」が集まる『国内最大の文
化の祭典』です。
　各地で、文化活動に親しんでいる個人や
団体が、日ごろの成果や実力を披露するた
めに集います。

　各都道府県持ち回りで開催されてきたこ
の国民文化祭が、いよいよこの秋、京都府
で開催されます。

　音楽、舞踊、演劇、美術、文芸など、芸
術文化から伝統文化、生活文化、さらに特
色のある開催地独自の文化まで、盛りだく
さんの催しが、開催期間中、次々と繰り広
げられます。

　南丹市の主催事業はご存じ、美術展「工
芸」と「工房と里の秋めぐりマップ」。南
丹市の特長を生かした南丹市ならではの国
民文化祭を皆さんにお届けします。

今回の国民文化祭の集大成として、閉会式
で発表する「こころの宣言文」に盛り込む
メッセージを募集します。
あなたが大切にしたい日本の「“こころ”の
メッセージ」をお寄せください。

詳しくは、市役所備え付けのチラシ、もし
くはホームページをご覧ください。

http://kokubunsai-kyoto2011.jp/

京都国文祭 検索

いよいよこの秋、 国内最大の文化の祭典がやってきます
平成23年10月29日土～11月６日日

世界に、伝えたい。
　　　　未来へ、残したい。

“こころ”のメッセージ募集中

陶芸家　井上　啓さん

国
民
文
化祭
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今年の秋は、まさに工芸の祭典

市民でつくる南丹いろいろマップ（仮称）に
皆さんの情報をお寄せください
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　美術展「工芸」では、全国から募集したさまざまな分野
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彰します。会場は、南丹市立文化博物館および南丹市国際
交流会館を予定しています。現在、全国から工芸作品が寄
せられています。
　この美術展「工芸」と同時に南丹地域で活躍されている
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地域の「ものづくり力」を肌で感じていただきたいと思い
ます。
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展示会や、障がいのある方が取り組む感性豊かな「ものづ
くり」を紹介する工芸作品発表会、子どもたちのすばらし
い作品の数々を展示する『「美」と「和」で「輪

むす

ぶ」』南
丹文化ジョイントプログラムの一環南丹工芸美術教育展も
さらに充実した内容で同時開催します。
　また、国民文化祭本番の今年は、もう一つ大きな展示会
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　『工房と里の秋めぐりマップ　「南丹いろいろマップ」
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　採用させていただいた情報を提供いただいた方には、記
念品を用意していますので、どしどしご応募ください。詳
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用すると便利です。公園駐車場も整備されていますので
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会場間をつなぐシャトルバスの運行やレンタサイクルの
設置なども予定しています。会場周辺では、南丹市なら
ではの食をテーマにした「食の祭典」なども開催しま
す。特にこの頃は園部公園内の紅葉が真っ赤に色づき見
ごろを迎えます。

園部の町家
　旧山陰街道と城下町の風景を残す園部の町並みです。
ＪＲ園部駅から徒歩で約５分の新町エリアから始まる町
家の家並みで商店街から国道９号線へと続きます。古い
もので18世紀中ごろのものが残る園部の町家は、地域の
歴史を知る上でとても貴重。妻

つま

入
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と平
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と呼ばれる屋根
が混在している点が珍しいといわれています。園部本陣
周辺では、季節ごとにまちなか再発見グループによるま
ちおこしイベントが開催されます。今回はこの町家をお
借りして、南丹地域ゆかりの工芸家の皆さんのすばらし
い作品を展示します。

『「美」と「和」で「輪
むす

ぶ」』南丹文化ジョイントプログ
ラム
　平成19年度から始まったジョイントプログラムです。
南丹市をはじめとする２市１町、京都府南丹広域振興局
および南丹教育局が連携し、南丹地域の文化の振興、さ
らには、国民文化祭京都開催に向けた気運を高めるため
の取り組みです。「南丹工芸文化祭」、「南丹工芸美術
教育展」、「次世代へつなぐ南丹地域文化フォーラム」
の３本柱により構成されています。

京都工芸美術作家協会
　京都を中心に活躍する工芸美術作家による会派を超え
た作家団体です。昭和21年10月22日に創立され、陶磁、
染織、漆、金工、人形、ガラス、截

きり

金
がね

、木竹、七宝、皮
革などの多様な工芸分野で活躍される著名な工芸美術家
の皆さんが参画されています。京都のみならず全国各地
で展示会を開催し、平成13年には海外展も実施されまし
た。

国民文化祭

　国民文化祭とは、全国各地から多くの
「文化」と「人」が集まる『国内最大の文
化の祭典』です。
　各地で、文化活動に親しんでいる個人や
団体が、日ごろの成果や実力を披露するた
めに集います。

　各都道府県持ち回りで開催されてきたこ
の国民文化祭が、いよいよこの秋、京都府
で開催されます。

　音楽、舞踊、演劇、美術、文芸など、芸
術文化から伝統文化、生活文化、さらに特
色のある開催地独自の文化まで、盛りだく
さんの催しが、開催期間中、次々と繰り広
げられます。

　南丹市の主催事業はご存じ、美術展「工
芸」と「工房と里の秋めぐりマップ」。南
丹市の特長を生かした南丹市ならではの国
民文化祭を皆さんにお届けします。

今回の国民文化祭の集大成として、閉会式
で発表する「こころの宣言文」に盛り込む
メッセージを募集します。
あなたが大切にしたい日本の「“こころ”の
メッセージ」をお寄せください。

詳しくは、市役所備え付けのチラシ、もし
くはホームページをご覧ください。

http://kokubunsai-kyoto2011.jp/

京都国文祭 検索

いよいよこの秋、 国内最大の文化の祭典がやってきます
平成23年10月29日土～11月６日日

世界に、伝えたい。
　　　　未来へ、残したい。

“こころ”のメッセージ募集中

陶芸家　井上　啓さん

国
民
文
化祭
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▲展示会場。仁和寺所蔵の仁清の作品「黒褐釉肩衝茶入」も展示
　されました

▲「陶芸ふぇすた」コーナーでは、お気に入りの
　器を求めて作家と交流

▼

も
の
づ
く
り
体
験
教
室
も
に
ぎ
わ
い

　
ま
し
た

国民文化祭100日前イベント開催！

国民文化祭150日前イベントを開催しました

「なんたん ものづくり体験村」
〜つくるって、おもしろい！〜

「仁清まつり」を満喫！

平成23年７月23日（土）　
午前10時～午後３時
会場：南丹市国際交流会館

小学生から大人まで、どなたでも参加できます。
　※ ただし、小学３年生までは保護者同伴の
　　 コーナーがあります。
　※ 材料費など有料コーナーもあります。

平成23年５月22日（日）、会場の大野ふれあい館は
子どもから大人まで、多くの来場者でにぎわいました。

待ちかねた夏休み！わくわくドキドキ…「今年は何をしようかな？」
そんな子どもたちに、お知らせです！　
「ものづくりのまち南丹市」を誰もが身近に体感できるよう、いろいろな「ものづく
り」を集めた「なんたんものづくり体験村」を開きます。世界に一つだけのオリジナル
作品づくりにチャレンジしてみませんか？　“工芸”、“手芸”、“食文化”など、た
くさんのメニューを用意しています。

会場の大野区は、京焼きの祖といわれる“野々村
仁清”生誕の地として知られ、地元では「仁清を
たたえる会」を組織して、仁清にまつわるさまざ
まな取り組みを進めています。当日は、会の皆さ
んの熱心な準備により、仁清にまつわるさまざま
な展示コーナーなどが企画され、訪れた人々を魅
了していました。  

マイ箸・マイ茶碗づくり、ハンカチでマイお箸袋づくり、繭
まゆ

でまゆまろづくり、うちわ作り、
紙すき、切り絵カードづくり、そば打ち、虫かごづくり（クワガタ虫１匹もらえるよ）  ほか

体 験 村
メニュー

　平成22年４月１日に施行された南丹市市民参加と協働の推進に関する条例に基づ
き創設された南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金については、初めての取
り組みにも関わらず多くの提案をいただき、平成22年度には12事業を実施いただき
ました。
　どの事業も地域の課題をしっかりとらえ、その解消につながる事業を提案いただ
き、地域住民の皆さんが効果的に事業を推進されました。各団体には活動報告書を
提出いただき、その活動の効果を検証いただくとともに、さらに今後の活動におけ
る課題を掘り下げていただきました。また、これまでの実績や活動報告書をもとに
行政の視点で事業の評価を行いました。
■詳しくは南丹市ホームページ内「市民のページ」をご覧ください。
　http://www.city.nantan.kyoto.jp/simin-kyoudou.html　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　皆さんこんにちは。地域振興課　協働推進係です。組織再編以降は、企画推進課に代わって私たちが
市民協働・市民参加に関するさまざまな情報を市民の皆さんにお届けします。
　今回は平成22年度の南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金の報告と平成23年度の提案状況につ
いてお知らせします。

平成22年度南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金の振り返り

市民参加と協働の推進に関することは　地域振興課　℡０７７１－６８－００１９ までお気軽にどうぞ

⑤

みんなで描こう

協働のキャンバス みんなで考える

まちづくりの
南丹ルール

み
ん
な
で
つ
く
る

　提案いただいた12事業の実施とその効果

　平成23年４月１日から５月６日までの募集期間において、市民の皆さんから20事業にわたる提案をい
ただきました。前回の課題設定ではなかった「子育て支援」、「景観」に関する課題について、多くの
団体から提案をいただき、その意識の高さが表れています。前年度からの継続事業は５事業となってお
り、残る15事業は新規の提案となっています。

　※５月31日に開催の事業審査会で、全事業について審査を行い、全事業の実施が決定しました。

平成23年度南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業の提案状況
　提案いただいた平成23年度前期20事業
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「なんたん ものづくり体験村」
〜つくるって、おもしろい！〜

「仁清まつり」を満喫！
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　　 コーナーがあります。
　※ 材料費など有料コーナーもあります。
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待ちかねた夏休み！わくわくドキドキ…「今年は何をしようかな？」
そんな子どもたちに、お知らせです！　
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くさんのメニューを用意しています。

会場の大野区は、京焼きの祖といわれる“野々村
仁清”生誕の地として知られ、地元では「仁清を
たたえる会」を組織して、仁清にまつわるさまざ
まな取り組みを進めています。当日は、会の皆さ
んの熱心な準備により、仁清にまつわるさまざま
な展示コーナーなどが企画され、訪れた人々を魅
了していました。  
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まゆ
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提出いただき、その活動の効果を検証いただくとともに、さらに今後の活動におけ
る課題を掘り下げていただきました。また、これまでの実績や活動報告書をもとに
行政の視点で事業の評価を行いました。
■詳しくは南丹市ホームページ内「市民のページ」をご覧ください。
　http://www.city.nantan.kyoto.jp/simin-kyoudou.html　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　皆さんこんにちは。地域振興課　協働推進係です。組織再編以降は、企画推進課に代わって私たちが
市民協働・市民参加に関するさまざまな情報を市民の皆さんにお届けします。
　今回は平成22年度の南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金の報告と平成23年度の提案状況につ
いてお知らせします。

平成22年度南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金の振り返り

市民参加と協働の推進に関することは　地域振興課　℡０７７１－６８－００１９ までお気軽にどうぞ

⑤

みんなで描こう

協働のキャンバス みんなで考える

まちづくりの
南丹ルール

み
ん
な
で
つ
く
る

　提案いただいた12事業の実施とその効果

　平成23年４月１日から５月６日までの募集期間において、市民の皆さんから20事業にわたる提案をい
ただきました。前回の課題設定ではなかった「子育て支援」、「景観」に関する課題について、多くの
団体から提案をいただき、その意識の高さが表れています。前年度からの継続事業は５事業となってお
り、残る15事業は新規の提案となっています。

　※５月31日に開催の事業審査会で、全事業について審査を行い、全事業の実施が決定しました。

平成23年度南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業の提案状況
　提案いただいた平成23年度前期20事業

事　業　名 団　体　名 事　業　名 団　体　名

心かいふくＰｒｏｊｅｃｔ アンダンテの会 上司区桜いっぱいプロジェクト 上司区むらおこし保存会

心と体イキイキＰｒｏｊｅｃｔ ヨガサークルＥＢＯＮＯＳ 景観を活かしたまちづくり 下平屋区

絵をかく会 絵を描く会 南丹・美山さくら街道プロジェクト 長谷区

地域子育てモデル事業平屋地域での子育て支援活動 平屋ふれあいサポーター 「南丹・美山魅力　地域の “今 ”を活用する景観づくり」 明日の長谷を考える会

ホースセラピー（乗馬療法） NPO法人発達障害を考える会ぶどうの木 安心町づくり防災マップ 本町五丁目区

地域で考える食の安全安心活動 城山会 先進集落作りモデル事業～美しい郷作りは、元気な高齢者と～※ 長尾区

公園の緑地保全の維持管理活動 横田環境保全（公園）委員会 食の安心・安全活動※ 北村かやぶきの里保存会

子供が安心して遊べる明るい公園を住民自ら造る事業 上本町区 なんたん自然体験活動ニュースレター※ 森林・環境ネットワーク

園部本陣活性化連携事業 陽だまりコンサート実行委員会 ふるさとの道クリーン運動※ 美山女性の集い連絡会

横町まつり 横町まつり実行委員会 宮町区民の集いの場−青空市場−※ 宮町華倶楽部

※は継続事業
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■
歯
周
病
の
症
状

・
歯
み
が
き
な
ど
で
、
歯
肉
（
歯
茎
）

か
ら
出
血
す
る

・
口
臭
が
す
る

・
口
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
す
る

・
歯
肉
が
腫
れ
て
い
る

・
歯
肉
が
赤
色
、
紫
色
に
な
る

・
歯
肉
か
ら
う
み
が
出
る

・
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る

・
歯
肉
が
下
っ
て
歯
が
長
く
見
え
る

　

な
ど
で
す
。

 

■
歯
肉
炎
↓
歯
周
炎
と
進
行

　

最
初
は
、
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
少
し
ず
つ
、
し
か
し
確
実
に
進
行

し
て
い
き
ま
す
。
最
初
は
『
歯
肉
炎
』

で
す
が
、
進
行
し
て
い
く
と
、
『
歯
周

炎
』
に
な
り
ま
す
。

 

■
歯
肉
炎

　

歯
周
病
の
初
期
段
階
で
は
、
歯
肉

（
歯
茎
）
が
赤
く
腫
れ
て
炎
症
を
お
こ

し
た
り
、
歯
み
が
き
に
よ
っ
て
出
血
し

た
り
し
ま
す
。
外
見
上
は
健
康
な
歯
茎

と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
段
階
で
は
、
毎
日
の
て
い
ね
い

な
歯
み
が
き
だ
け
で
治
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

 

■
歯
周
炎

　

歯
茎
の
腫
れ
、
出
血
だ
け
で
な
く
、

歯
周
病
菌
に
よ
っ
て
、
歯
周
組
織
の
う

ち
『
セ
メ
ン
ト
質
、
歯し

槽そ
う

骨こ
つ

』
な
ど
が

溶
か
さ
れ
て
、
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
し
た

り
、
歯
茎
か
ら
血
や
う
み
が
出
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
態
に
な
る
と
、

歯
科
医
院
の
受
診
が
必
要
で
す
。

 

■
歯
周
病
の
予
防

①
規
則
正
し
い
生
活
を
し
ま
し
ょ
う

②
間
食
は
時
間
を
決
め
ま
し
ょ
う

③
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

④
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

⑤
お
酒
の
飲
み
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
⑥
週
に
１
回
は
口
の
中
を
観
察
し
ま

し
ょ
う

⑦
歯
科
衛
生
士
に
歯
み
が
き
方
法
の
指

導
を
受
け
、
正
し
い
み
が
き
方
を
習

得
し
ま
し
ょ
う

⑧
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う

 

■
歯
周
病
予
防
健
診
を
実
施
し
ま
す

　

南
丹
市
で
は
、
40
歳
・
50
歳
・
60

歳
・
70
歳
の
節
目
の
方
を
対
象
に
歯
周

病
予
防
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
に

な
る
方
に
は
受
診
票
な
ど
を
案
内
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

〜 

歯
周
病
予
防
は
自
分
の
歯
を
残
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す 

〜

̶44̶

お元気ですか？

保健師です。

　

「
生
涯
、
自
分
の
歯
で
食
事
を
し
た

い
」
と
い
う
の
は
、
誰
も
の
願
い
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
左
の
グ
ラ
フ
の

通
り
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
失
う
歯

の
本
数
も
増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

自
分
の
歯
を
残
す
こ
と
は
、
食
生
活

を
豊
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
寝
た
き

り
や
認
知
症
の
予
防
に
も
大
切
で
す
。

　

歯
を
失
う
原
因
は
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
が
、
30
歳
代
以
上
の
場
合
、
最
大
の

原
因
は
『
歯
周
病
』
で
す
。

 

■
歯
周
病
と
は
？

　

歯
周
病
と
は
、
歯
の
表
面
に
つ
く
歯

垢
（
プ
ラ
ー
ク
）
の
中
に
す
み
つ
い
て

い
る
歯
周
病
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
『
歯
と
歯
茎
の
ま
わ
り
の
病
気
』

で
す
。
ま
た
、
不
健
康
な
生
活
習
慣
に

よ
っ
て
も
発
症
し
ま
す
。

 

■
歯
周
病
に
つ
な
が
る
生
活
習
慣

〈
喫
煙
〉
歯
周
病
菌
と
た
た
か
う
白
血

球
の
機
能
が
低
下
し
、
血
管
が
収
縮
し

ま
す
の
で
、
歯
周
病
に
か
か
り
や
す

く
、
進
行
を
早
め
ま
す
。

〈
ス
ト
レ
ス
〉
ス
ト
レ
ス
か
ら
歯
ぎ
し

り
や
食
い
し
ば
る
こ
と
が
増
え
て
、
噛

み
あ
わ
せ
が
悪
く
な
り
あ
ご
に
負
担
を

か
け
ま
す
。

〈
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
食
生
活
〉
体
の
免

疫
力
が
低
下
し
ま
す
の
で
、
歯
周
病
に

か
か
り
や
す
く
な
り
、
進
行
を
早
め
ま

す
。

「友達が みんなが待っている 学校へ」

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

「
学
校
」
は
特
別
な
場

所
。
学
校
へ
行
け
ば
、
友
達

に
会
え
る
。
先
生
に
会
え
る
。

み
ん
な
に
会
え
る
。

　
タ
イ
ト
ル
に
し
た
「
友
達

が
　
み
ん
な
が
待
っ
て
い
る

学
校
へ
」
は
、
今
年
の
フ
レ

ン
ズ
ソ
ン
グ
「
学
校
へ
行
こ

う
」
の
歌
詞
の
中
の
言
葉
で

す
。
新
庄
小
学
校
で
は
、
学

期
ご
と
に
２
回
「
フ
レ
ン
ズ
デ
ー
集

会
」
と
い
う
全
校
集
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
フ
レ
ン
ズ
デ
ー
集
会
で
は
、
毎
回

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

日
常
生
活
を
見
つ
め
直
し
た
り
、
自
尊

感
情
を
高
め
る
活
動
を
行
っ
た
り
、
学

校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ
で
あ
る
「
や

さ
し
く
」
に
向
け
て
の
目
当
て
を
作
っ

た
り
な
ど
、
そ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と
な

る
の
が
フ
レ
ン
ズ
ソ
ン
グ
で
す
。
委
員

会
活
動
で
の
話
し
合
い
の
中
で
、

「
『
友
達
が
　
み
ん
な
が
待
っ
て
い
る

学
校
へ
行
こ
う
』
と
い
う
歌
詞
が
い
い

な
と
思
う
。
み
ん
な
が
こ
ん
な
気
持
ち

に
な
っ
て
、
学
校
へ
行
く
の
が
楽
し
く

な
っ
た
ら
う
れ
し
い
」
「
歌
詞
の
『
笑

顔
で
』
や
『
み
ん
な
の
笑
い
声
』
と
い

う
歌
詞
が
目
指
す
学
校
の
姿
に
ぴ
っ
た

り
合
う
」
と
い
う
思
い
か
ら
こ
の
歌
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

月
11
日
、
第
１
回
フ
レ
ン
ズ
デ
ー

集
会
を
行
い
ま
し
た
。
新
し
く
仲

間
に
な
っ
た
１
年
生
を
含
む
フ
ァ
ミ
リ

ー
班
（
異
な
る
年
齢
班
）
の
友
達
と
も

っ
と
仲
良
く
な
る
た
め
に
「
電
車
ご
っ

こ
リ
レ
ー
」
と
い
う
活
動
を
し
ま
し
た
。

真
ん
中
が
切
り
抜
か
れ
た
新
聞
紙
に
２

人
で
入
り
、
新
聞
紙
が
破
れ
な
い
よ
う

に
、
リ
レ
ー
を
す
る
の
で
す
。
こ
の
活

動
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
友
達
の
様
子

を
見
な
が
ら
息
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
難

し
さ
を
知
り
、
同
時
に
、
息
を
合
わ
す

こ
と
が
で
き
た
時
の
う
れ
し
さ
、
難
し

い
こ
と
に
力
を
合
わ
せ
て
ク
リ
ア
で
き

た
時
の
達
成
感
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

日
通
う
学
校
。
時
に
は
、
う
ま
く

い
か
な
い
こ
と
、
嫌
な
こ
と
、
い

ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
を

受
け
入
れ
て

く
れ
る
友
達

が
待
っ
て
い

る
。
一
緒
に

が
ん
ば
ろ
う

と
し
て
く
れ

る
友
達
が
い

る
。
そ
ん
な

学
校
を
43
人

の
児
童
と
教
職
員
全
員
で
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
新
庄
小
学
校
　
人
権
教
育
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
晶
子
）

　

 

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
削
減

し
、
環
境
に
優
し
い
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料（
B
D
F
）は
軽

油
の
代
替
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
菜
種
油
な
ど
生

物
由
来
の
油
の
ほ
か
、
家
庭
で
使

わ
れ
て
い
る
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃

食
用
油
が
原
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
丹
市
で
は
昨
年
か
ら
本
庁
と

支
所
で
天
ぷ
ら
油
の
回
収
を
始
め

ま
し
た
が
、
そ
の
取
り
組
み
が
地

域
や
団
体
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
園
部
町
小
山
西
町
区
で
は
６
月

か
ら
毎
月
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収

日
に
、
廃
食
用
油
の
回
収
が
始
ま

り
ま
し
た
。初
日
の
６
月
８
日
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
い
つ
も
通
り
、

こ
れ
ら
の

取
り
組
み

を
支
え
る

村
上
さ
ん

の
姿
が
あ

り
ま
し
た
。

　村
上
さ
ん
は

ご
み
を
持
ち
込

む
方
々
や
通
り

が
か
る
子
ど
も

た
ち
に
い
つ
も

元
気
に
声
を
掛
け
ま
す
。小
山
西

町
の
衛
生
委
員
補
佐
と
な
っ
て
５

年
目
。資
源
ご
み
の
回
収
日
に
は

欠
か
さ
ず
、
朝
６
時
か
ら
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
立
ち
、
そ
の
都
度
声
を

掛
け
て
、
世
帯
数
７
８
０
と
い
う

大
き
な
地
域
で
も
細
か
い
分
別
が

浸
透
し
て
い
ま
す
。「
最
初
は
嫌
が

ら
れ
た
け
ど
、
今
は
み
ん
な
友
達
。

油
の
回
収
も
早
く
み
ん
な
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。こ
の
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
は
ご
み
を
出
す
だ
け
で

な
く
、気
軽
に
話
を
し
て
、楽
し
め

る
場
に
し
た
い
で
す
ね
」。

　ほ
か
に
も
村
上
さ
ん
は
地
域
の

お
年
寄
り
に
声
を
掛
け
、
公
園
の

美
化
活
動
を
し
て
交
流
の
場
を
作

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。「
家
に
い
る
よ

り
外
に
出
て
き
て
も
ら
っ
て
、
み

ん
な
に
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。健
康
が
一
番
！
」。

今
回
の
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト

　
　
　
　
村
上
定
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
園
部
町
小
山
西
町
）

子

毎 ５

26

（
環
境
課
）

―第20回―
エコちゃん

環・境・市・民

～感激！エコ発見～

1 人平均喪失歯
本

歳
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「友達が みんなが待っている 学校へ」

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

「
学
校
」
は
特
別
な
場

所
。
学
校
へ
行
け
ば
、
友
達

に
会
え
る
。
先
生
に
会
え
る
。

み
ん
な
に
会
え
る
。

　
タ
イ
ト
ル
に
し
た
「
友
達

が
　
み
ん
な
が
待
っ
て
い
る

学
校
へ
」
は
、
今
年
の
フ
レ

ン
ズ
ソ
ン
グ
「
学
校
へ
行
こ

う
」
の
歌
詞
の
中
の
言
葉
で

す
。
新
庄
小
学
校
で
は
、
学

期
ご
と
に
２
回
「
フ
レ
ン
ズ
デ
ー
集

会
」
と
い
う
全
校
集
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
フ
レ
ン
ズ
デ
ー
集
会
で
は
、
毎
回

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

日
常
生
活
を
見
つ
め
直
し
た
り
、
自
尊

感
情
を
高
め
る
活
動
を
行
っ
た
り
、
学

校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ
で
あ
る
「
や

さ
し
く
」
に
向
け
て
の
目
当
て
を
作
っ

た
り
な
ど
、
そ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と
な

る
の
が
フ
レ
ン
ズ
ソ
ン
グ
で
す
。
委
員

会
活
動
で
の
話
し
合
い
の
中
で
、

「
『
友
達
が
　
み
ん
な
が
待
っ
て
い
る

学
校
へ
行
こ
う
』
と
い
う
歌
詞
が
い
い

な
と
思
う
。
み
ん
な
が
こ
ん
な
気
持
ち

に
な
っ
て
、
学
校
へ
行
く
の
が
楽
し
く

な
っ
た
ら
う
れ
し
い
」
「
歌
詞
の
『
笑

顔
で
』
や
『
み
ん
な
の
笑
い
声
』
と
い

う
歌
詞
が
目
指
す
学
校
の
姿
に
ぴ
っ
た

り
合
う
」
と
い
う
思
い
か
ら
こ
の
歌
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

月
11
日
、
第
１
回
フ
レ
ン
ズ
デ
ー

集
会
を
行
い
ま
し
た
。
新
し
く
仲

間
に
な
っ
た
１
年
生
を
含
む
フ
ァ
ミ
リ

ー
班
（
異
な
る
年
齢
班
）
の
友
達
と
も

っ
と
仲
良
く
な
る
た
め
に
「
電
車
ご
っ

こ
リ
レ
ー
」
と
い
う
活
動
を
し
ま
し
た
。

真
ん
中
が
切
り
抜
か
れ
た
新
聞
紙
に
２

人
で
入
り
、
新
聞
紙
が
破
れ
な
い
よ
う

に
、
リ
レ
ー
を
す
る
の
で
す
。
こ
の
活

動
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
友
達
の
様
子

を
見
な
が
ら
息
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
難

し
さ
を
知
り
、
同
時
に
、
息
を
合
わ
す

こ
と
が
で
き
た
時
の
う
れ
し
さ
、
難
し

い
こ
と
に
力
を
合
わ
せ
て
ク
リ
ア
で
き

た
時
の
達
成
感
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

日
通
う
学
校
。
時
に
は
、
う
ま
く

い
か
な
い
こ
と
、
嫌
な
こ
と
、
い

ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
を

受
け
入
れ
て

く
れ
る
友
達

が
待
っ
て
い

る
。
一
緒
に

が
ん
ば
ろ
う

と
し
て
く
れ

る
友
達
が
い

る
。
そ
ん
な

学
校
を
43
人

の
児
童
と
教
職
員
全
員
で
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
新
庄
小
学
校
　
人
権
教
育
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
晶
子
）

　

 

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
削
減

し
、
環
境
に
優
し
い
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料（
B
D
F
）は
軽

油
の
代
替
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
菜
種
油
な
ど
生

物
由
来
の
油
の
ほ
か
、
家
庭
で
使

わ
れ
て
い
る
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃

食
用
油
が
原
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
丹
市
で
は
昨
年
か
ら
本
庁
と

支
所
で
天
ぷ
ら
油
の
回
収
を
始
め

ま
し
た
が
、
そ
の
取
り
組
み
が
地

域
や
団
体
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
園
部
町
小
山
西
町
区
で
は
６
月

か
ら
毎
月
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収

日
に
、
廃
食
用
油
の
回
収
が
始
ま

り
ま
し
た
。初
日
の
６
月
８
日
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
い
つ
も
通
り
、

こ
れ
ら
の

取
り
組
み

を
支
え
る

村
上
さ
ん

の
姿
が
あ

り
ま
し
た
。

　村
上
さ
ん
は

ご
み
を
持
ち
込

む
方
々
や
通
り

が
か
る
子
ど
も

た
ち
に
い
つ
も

元
気
に
声
を
掛
け
ま
す
。小
山
西

町
の
衛
生
委
員
補
佐
と
な
っ
て
５

年
目
。資
源
ご
み
の
回
収
日
に
は

欠
か
さ
ず
、
朝
６
時
か
ら
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
立
ち
、
そ
の
都
度
声
を

掛
け
て
、
世
帯
数
７
８
０
と
い
う

大
き
な
地
域
で
も
細
か
い
分
別
が

浸
透
し
て
い
ま
す
。「
最
初
は
嫌
が

ら
れ
た
け
ど
、
今
は
み
ん
な
友
達
。

油
の
回
収
も
早
く
み
ん
な
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。こ
の
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
は
ご
み
を
出
す
だ
け
で

な
く
、気
軽
に
話
を
し
て
、楽
し
め

る
場
に
し
た
い
で
す
ね
」。

　ほ
か
に
も
村
上
さ
ん
は
地
域
の

お
年
寄
り
に
声
を
掛
け
、
公
園
の

美
化
活
動
を
し
て
交
流
の
場
を
作

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。「
家
に
い
る
よ

り
外
に
出
て
き
て
も
ら
っ
て
、
み

ん
な
に
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。健
康
が
一
番
！
」。

今
回
の
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト

　
　
　
　
村
上
定
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
園
部
町
小
山
西
町
）

子

毎 ５

26

（
環
境
課
）

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

―第20回―
エコちゃん

環・境・市・民

～感激！エコ発見～
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図
書
館
の
資
料
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
財
産
で
す
。便
利
な
視

聴
覚
資
料
も
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、気
持
ち
よ
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
存
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

図
書
館
の
資
料
に
は
本
以
外
に
、

視
聴
覚
資
料
と
し
て
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
が
あ
り
、
多
く
の
方
に
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
の
春
、

南
丹
市
の
図
書
館
・
図
書
室
に

は
、
新
た
に
２
０
０
点
以
上
の
視

聴
覚
資
料
が
加
わ
り
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
は
き
っ
と
喜
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
視
聴
覚
資
料
の
貸
出
返

却
に
関
し
て
、
あ
ら
た
め
て
皆
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

①
貸
出
は
利
用
カ
ー
ド
１
枚
に
つ

き
２
点
ま
で
で
す
。
貸
出
期
間

は
１
週
間
で
す
。

②
返
却
は
必
ず
カ
ウ
ン
タ
ー
で
し

て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
市
内

の
ど
こ
の
図
書
館
・
図
書
室
で

も
貸
出
・
返
却
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。

③
資
料
の
破
損
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
、
弁
償
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
ん
で
見
て

く
だ
さ
い
。

 

ネ
�
ト
オ
�
ク
シ
�
ン
ト
ラ
ブ
ル
対
策

　
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、
欲
し

い
物
が
手
軽
に
安
く
手
に
入
る
な
ど

大
変
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
個

人
と
の
取
引
も
多
く
、
相
手
が
信
用

で
き
る
か
、
取
引
し
て
よ
い
か
な
ど

自
己
責
任
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
詐
欺
や
取
引
ト
ラ
ブ
ル
が

多
い
の
が
現
実
で
す
。

︻
よ
く
あ
る
ト
ラ
ブ
ル
事
例
︼

①
商
品
を
落
札
し
現
金
を
振
り
込
ん

だ
の
に
商
品
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
。

②
落
札
し
た
物
と
違
う
物
が
送
ら
れ

て
き
た
。

③
説
明
に
は
な
い
傷
や
故
障
し
て
い

る
物
が
送
ら
れ
て
き
た
。
　  

な
ど

︻
落
札
・
振
込
前
の
チ
�
�
ク
ポ
イ
ン
ト
︼

　
商
品
を
落
札
・
代
金
を
振
り
込
み
す

る
前
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
出
品
者
の「
評
価
」や「
取
引
履
歴
」

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
不
明
な
点
や
疑
問
な
点
が
あ
れ
ば

出
品
者
に
質
問
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
不
安
が
残
る
場
合
は
入

札
を
避
け
た
ほ
う
が
賢
明
で
す
。

③
即
決
品
や
商
品
画
像
が
な
い
、
も

し
く
は
メ
ー
カ
ー
見
本
写
真
の
場

合
は
慎
重
に
。

④
入
金
前
に
、
出
品
者
の
氏
名
や
住

所
・
固
定
電
話
番
号
・
口
座
番
号
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
フ
リ
ー
メ
ー

ル
で
な
い
も
の
）
を
聞
き
、
実
在

す
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
振
込
先
が
「
ト
ラ
ブ
ル
口
座
リ
ス

ト
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

︻
詐
欺
に
あ
�
た
場
合
の
対
処
︼

　
慎
重
に
し
て
い
て
も
１
０
０
％
詐

欺
を
防
ぐ
の
は
難
し
い
も
の
で
す
。

も
し
も
詐
欺
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

次
の
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

◆
と
に
か
く
連
絡
を
取
り
返
金
を
迫
る
。

◆
オ
ー
ク
シ
ョン
サ
イ
ト
に
通
報
す
る
。

◆
内
容
証
明
郵
便
を
送
る
。

◆
警
察
に
届
け
出
る
。

　
あ
き
ら
め
ず
に
交
渉
や
届
出
す
る

こ
と
が
被
害
回
復
や
次
の
被
害
防
止

に
役
立
ち
ま
す
。

相
談
窓
口

■
商
工
観
光
課

　
℡
０
７
７
１
（
６
８
）
０
０
５
０

■
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
℡
０
５
７
０
（
０
６
４
）
３
７
０

　
※
最
寄
り
の
相
談
窓
口
に
つ
な
が
り
ま
す
。

（
商
工
観
光
課
）
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視
聴
覚
資
料
で
図
書
館
が
さ
ら
に
充
実
！

視
聴
覚
資
料
で
図
書
館
が
さ
ら
に
充
実
！

　
少
年

た
ち
が

恋
や
友

情
、
夢

に
葛か
っ

藤と
う

し
な
が
ら
、
飛
込
み
競
技
（
ダ
イ

ブ
）
に
打
ち
込
む
姿
を
描
い
た
青

春
映
画
。

『
ダ
イ
ブ
』

作
：
森

　
絵
都

　
子
ど

も
の
こ

ろ
に
見

え
て
い

た
不
思

議
な
生
き
物
は
誰
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
…
切
な
い
少
年
時
代
の
１
コ
マ

に
、
思
わ
ず
涙
し
て
し
ま
う
。

『
い
け
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く
』

作
：
西
原
理
恵
子

Ｄ
Ｖ
Ｄ
紹
介
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図
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入
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テ
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取
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ば
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。
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ラ
ブ
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が
現
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。
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︼
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を
落
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し
現
金
を
振
り
込
ん

だ
の
に
商
品
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
。

②
落
札
し
た
物
と
違
う
物
が
送
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。
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に
は
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い
傷
や
故
障
し
て
い

る
物
が
送
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。
　  

な
ど
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・
振
込
前
の
チ
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�
ク
ポ
イ
ン
ト
︼

　
商
品
を
落
札
・
代
金
を
振
り
込
み
す

る
前
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
出
品
者
の「
評
価
」や「
取
引
履
歴
」

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
不
明
な
点
や
疑
問
な
点
が
あ
れ
ば

出
品
者
に
質
問
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
不
安
が
残
る
場
合
は
入

札
を
避
け
た
ほ
う
が
賢
明
で
す
。

③
即
決
品
や
商
品
画
像
が
な
い
、
も

し
く
は
メ
ー
カ
ー
見
本
写
真
の
場

合
は
慎
重
に
。

④
入
金
前
に
、
出
品
者
の
氏
名
や
住

所
・
固
定
電
話
番
号
・
口
座
番
号
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
フ
リ
ー
メ
ー

ル
で
な
い
も
の
）
を
聞
き
、
実
在

す
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
振
込
先
が
「
ト
ラ
ブ
ル
口
座
リ
ス

ト
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

︻
詐
欺
に
あ
�
た
場
合
の
対
処
︼

　
慎
重
に
し
て
い
て
も
１
０
０
％
詐

欺
を
防
ぐ
の
は
難
し
い
も
の
で
す
。

も
し
も
詐
欺
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

次
の
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

◆
と
に
か
く
連
絡
を
取
り
返
金
を
迫
る
。

◆
オ
ー
ク
シ
ョン
サ
イ
ト
に
通
報
す
る
。

◆
内
容
証
明
郵
便
を
送
る
。

◆
警
察
に
届
け
出
る
。

　
あ
き
ら
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ず
に
交
渉
や
届
出
す
る

こ
と
が
被
害
回
復
や
次
の
被
害
防
止

に
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ち
ま
す
。
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光
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イメージキャラクター“なびっと”

南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）

http://library.intra.city.nantan.kyoto.jp/

―第14回―
消費生活情報

視
聴
覚
資
料
で
図
書
館
が
さ
ら
に
充
実
！

視
聴
覚
資
料
で
図
書
館
が
さ
ら
に
充
実
！

　
少
年

た
ち
が

恋
や
友

情
、
夢

に
葛か
っ

藤と
う

し
な
が
ら
、
飛
込
み
競
技
（
ダ
イ

ブ
）
に
打
ち
込
む
姿
を
描
い
た
青

春
映
画
。

『
ダ
イ
ブ
』

作
：
森

　
絵
都

　
子
ど

も
の
こ

ろ
に
見

え
て
い

た
不
思

議
な
生
き
物
は
誰
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
…
切
な
い
少
年
時
代
の
１
コ
マ

に
、
思
わ
ず
涙
し
て
し
ま
う
。

『
い
け
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く
』

作
：
西
原
理
恵
子

Ｄ
Ｖ
Ｄ
紹
介

44

こ
こ
は
美
山
か
や
ぶ
き
の
里
。
５
月

22
日
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
る
日
。
た
く

さ
ん
の
観
光
客
、
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
で

に
ぎ
わ
う
こ
の
日
も
、
北
村
火
の
用
心

グ
ル
ー
プ
は
活
動
し
ま
す
。

北
村
火
の
用
心
グ
ル
ー
プ
は
、
も
と

も
と
シ
ル
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

高
齢
者
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
12
年
に
発
生
し
た
資
料

館
の
火
災
を
き
っ
か
け
に
、
活
動
は
集

落
全
体
に
広
が
り
、
今
で
は
か
や
ぶ
き

の
里
の
住
民
全
体
が
参
加
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
毎
日
午
後
８
時
か
ら
９
時

の
時
間
帯
に
お
い
て
拡
声
器
、
拍
子
木

を
打
ち
な
が
ら
火
の
用
心
、
防
犯
を
呼

び
掛
け
て
い
る
こ
の
団
体
に
と
っ
て
、

こ
の
日
は
「
放
水
銃
の
点
検
」
と
い
っ

た
少
し
変
わ
っ
た
も
の
。
里
を
守
る
放

水
銃
も
放
水
開
始
時
に
民
家
の
ガ
ラ
ス

を
割
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
発
射
角
度

の
調
節
な
ど
動
作
の
点
検
を
行
う
必
要

が
あ
る
そ
う
で
す
。
大
き
な
火
災
を
経

験
し
て
き
た
こ
の
地
域
は
、
非
常
に
防

災
意
識
が
高
く
、
万
が
一
の
備
え
と
し

て
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
の
訓
練
を
し
た
り
、

集
落
内
で
花
火
、
た
き
木
を
禁
止
す
る

決
ま
り
を
作
っ
た
り
と
、
呼
び
掛
け
以

外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
さ
れ
ま
す
。

「
地
域
の
景
観
を
守
る
こ
と
は
、
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
と
同
じ
。
火
災
は
そ
の
す

べ
て
を
壊
す
も
の
。
機
械
だ
け
に
頼
ら

ず
、
住
民
全
体
が
団
結
し
、
地
域
を
自

分
た
ち
の
手
で
守
る
と
い
う
こ
と
が
大

切
」
と
代
表
の
中
野
さ
ん
。

北
村
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
は
、
地
元
消

防
団
、
美
山
か
や
ぶ
き
の
里
保
存
会
な

ど
二
重
、
三
重
に
地
域
活
動
に
携
わ
る

方
が
ほ
と
ん
ど
。
地
域
を
思
う
心
に
は
、

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

▲放水銃の点検を行う中野さん

〜北村火の用心グループ〜
自分たちの集落は、自分たちで守る

▲一斉放水の様子

北村火の用心グループ
代表：中野　忠樹さん
TEL：0771-77-0550

かやぶきの里～イベント～
〜収穫祭〜
秋の稲刈り体験（御神米）
3㎏プレゼント付き
●日時　9月23日（金・祝）
●参加費　5,000円(送迎つき)
●内容　稲刈り・稲木干し体験
●申込期限　9月16日（金）

〜かやぶきの里一斉放水〜
北かやぶきの里において防火施設点検の
ために一斉放水を実施。放水銃が水しぶ
きをあげて茅葺民家目掛けて放水し、か
やぶきの里は一面水のカーテンに包まれ
ます。
●日程　１１月２３日（水・祝）
●内容　かやぶき放水銃訓練
※開始時間は未定です。

◇申込・問合せ先
　美山町自然文化村  （0771）77-0014
　かやぶきの里 （0771）77-0660



まちの話題を紹介します

22　広報なんたん6・7月号

　「地域を元気にしたい！お客様に
喜んでもらいたい！そして自分たち
も楽しみたい！」の思いから始まっ
た『歌聴風月酒造ライブ』が例年通
り、八木酒造で開催。同時開催の横
町まつりでは、電動・手びねりろく
ろ体験でオリジナルのぐいのみが作
れるサクラ陶房、クワガタ相撲やカ
ニ釣り、ストーンペインティング、
きき酒などが催され、商店街を行き
交う参加者でにぎわいました。夕方
からは、八木酒造で造られた「大江
山」を味わい、ほろ酔い気分の中、
杉真理さん・村田和人さんのライブ
が行われ、参加者は、ほんのりお酒
の香りが漂う少し変わったライブ会
場で楽しいひと時を過ごしました。

　日吉町生涯学習センターで、日吉福祉大
学・紅が丘大学の開講式を開催。記念講演で
は、歌手・民間親善大使として活躍されてい
る大西由香里氏が、「笑顔が長生きの秘訣」
と題し、自身の体験を交え語られ、会場は笑
いが絶えませんでした。「歌う顔は、笑う顔
と同じ」と強調され、「赤とんぼ」、「ふる
さと」などの童謡を学生の皆さんとともに歌
われました。「ふるさとを歌ったときは、昔
の情景を思い出し感無量だった」と語った学
生の姿が印象的でした。

　宝酒造（本社＝京都市）が、米作りの体験や自然観
察を通じて自然環境の大切さや生物の多様性を学んで
もらおうと、西日本でははじめてとなる「田んぼの学
校」を園部町仁江で開校。527組1,965人の中から抽
選で選ばれた19家族64人が参加しました。仁江里山を
守る会の谷代表から苗の植え方について説明を受けた
後、実際に田んぼに入って田植えの体験をしました。は
だしではなく靴下を履いたままでの体験でしたが、参加
者はそれぞれ田んぼの土の感触を確かめていました。

「
地
元
の
場
所
、
も
の
で
ま
ち
を
活
性
化
」

「
日
々
笑
顔
と
感
動
を
忘
れ
ず
に
長
生
き
」

「
な
か
な
か
進
め
な
い

  

田
植
え
っ
て
大
変
だ
」

（
５
／
25　

日
吉
福
祉
大
学
・
紅
が
丘
大
学
開
講
式
・
記
念
講
演
）

（
５
／
14　

Ｔ
ａ
Ｋ
ａ
Ｒ
ａ
田
ん
ぼ
の
学
校
）

▲童心にかえり熱唱する、学生の皆さん

▲もの静かな酒蔵がライブ会場に大変身！

▲

は
じ
め
て
田
植
え
の
体
験
を
す
る
子
ど
も
た
ち

▲サクラ陶房で陶芸に初挑戦！頑張れお母さん！

（
６
／
４　

横
町
ま
つ
り
・
歌
聴
風
月
２
０
１
１
酒
蔵
ラ
イ
ブ
）



まちの話題を紹介します

23 　広報なんたん6・7月号

　るり渓少年自然の家60万人目の利用
者となった西本梅小学校の児童は、新
しく竣工した屋外炊飯場の使いはじめ
記念式典で、明かりの初点灯を行いま
した。児童はるり渓賛歌を元気に歌い、
校長先生は「貴重な体験ができる施設
で、集団で行動することの大切さ、自立
心を身につけてください」とあいさつさ
れました。その後、生活体験の一環とし
て完成した屋外炊飯場で、在校生がカ
レーを作って新入生をもてなしました。

　園部公園スポーツ広場を主会場に、
今年で６回目となる少年野球大会が開
催されました。初夏を感じさせる日差
しの中で市内の８クラブ14チームが熱
戦を繰り広げました。今年度初の公式
戦ですが、子どもたちは日ごろの練習
の成果を十分発揮していました。
成績：【学童Ａ】優勝・小向山少年野
球倶楽部、準優勝・園部ドリームス
【学童Ｂ】優勝・八木アトムズ、準優
勝・園部キッズ【学童Ｃ】優勝・小向
山少年野球倶楽部、準優勝・胡麻ヤン
チャーズ　地域に貢献しながら、人の輪を広げるこ

とを目的に八木町玉ノ井で島津製作所主
催、八木町観光協会などの協力の下、広葉
樹の間伐、森林の現地調査などの森づくり
活動が行われました。医療機械を始めとす
る計測器のメーカーの島津製作所は、環境
汚染などの指標に関心を持ち、環境に関わ
るさまざまな活動を行っています。「自然と
共に豊かに生きることが大切」と社長は語
られ、参加者で手分けして作業を行いまし
た。間伐で切った木は、炭や木材として再利
用されます。

　毎年恒例となっている美山サイクルロー
ドが、美山支所前をスタート・ゴールとす
る１周約10Ｋｍのコースで開催されまし
た。あいにく台風２号の接近により、時折
風雨が強まる状況下でのレースとなりまし
たが、小学生からシニアまで約650人が激
闘を繰り広げました。また、会場では、地
域の方々による暖かい食べ物の提供や、明
治国際医療大学のボランティアによるマッ
サージなど、地域あげての支援が行われま
した。

「
60
万
人
利
用
・
竣
工
の
二
重
記
念
」

「
市
長
杯
を
目
指
し
て
青
空
の
下
で
プ
レ
ー
」

「
人
と
地
球
の
健
康
を
願
っ
て
い
ま
す
」

「
降
雨
と
水
煙
の
中
を
疾
走
す
る
自
転
車
」

（
４
／
17
～
５
／
３　

南
丹
市
長
杯
争
奪
少
年
野
球
大
会
）

（
５
／
21　

第
７
回
島
津
製
作
所
の
森
づ
く
り
活
動
）

（
５
／
29　

 

２
０
１
１
美
山
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
）

▲竣工した屋外炊飯場の初点灯を行う谷利優くん

▲バットを振りぬきヒットを狙う

▲親子で協力しながら一生懸命間伐を行う参加者

▲滑りやすいコーナーを走り抜けていく自転車 （
４
／
19　

60
万
人
利
用
・
屋
外
炊
飯
場
竣
工
記
念
式
典
）
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編
集
後
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な
ん
た
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
－27－

※
担
任
の
先
生
、
担
当
教
科
の
先
生

の
講
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●総人口：34，428人（＋3)
（男：16，542人・女：17，886人）

（＋20） （－17）

●世帯数：13，656世帯（＋3)
（平成23年6月1日現在）

（　）内は前月比　

　

「
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー
」

高
畑　

拓
也
さ
ん
（
６
年
）

▼

幻
想
的
な
森
と
泉
の
中
に
カ
ワ
セ
ミ
の
姿

を
て
い
ね
い
に
描
き
ま
し
た
。

「
森
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」筒

井　

柊
さ
ん
（
５
年
）

▼
虫
の
集
ま
っ
て
い
る
様
子
を
テ
ー
マ
に
選

び
、
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
て
、
ス
テ
ン
シ

ル
版
画
を
し
っ
か
り
仕
上
げ
ま
し
た
。

「
う
ま
に
の
っ
た
よ
」

下
野　

春
穂
さ
ん
（
２
年
）

▼

ク
レ
パ
ス
や
コ
ン
テ
、
絵
の
具
を
重
ね

て
、
う
れ
し
か
っ
た
気
持
ち
を
の
び
の
び
と

表
現
で
き
ま
し
た
。

「
麦
」

小
寺　

勝
生
さ
ん
（
４
年
）

▼

二
つ
並
ん
だ
左
払
い
の
方
向
の
違
い
を
意

識
し
な
が
ら
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲魔法の庭ですてきなピアノのコン
サートの様子をお話から想像し、楽し
く表現できました。

「
お
話
の
絵
『
魔
法
の
庭
の
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス

ン
』
」 

橋
本　

紗
里
さ
ん
（
４
年
）

　（ばあばより）

さく   ら

きら   り

はや   と
吉田　咲良ちゃん （9歳・中央）
吉田　颯翔くん （6歳・左）
吉田　姫星ちゃん （4歳・右）

●園部町

いつも仲良く、元気に大きくなってね。

は
や 

と

塩
内　

捷
人
く
ん 

（
３
歳
）

き
ょ
う

　
　
　

京
ち
ゃ
ん 

（
１
歳
6
カ
月
）

●
日
吉
町

「兄妹仲良く元気でネ！」

南丹市環境基本計画を策定
【特 集】

　

夏
も
本
番
を
迎
え
厳
し
い
暑
さ

が
続
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

取
材
活
動
を
通
し
て
「
地
域
の

た
め
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
々

が
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る

ん
だ
」
と
改
め
て
感
じ
、
感
動
の

連
続
。
そ
の
感
動
が
そ
の
ま
ま
伝

わ
る
紙
面
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
新
米
の
私
で
す

が
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
！

（
Ｆ
）

（パパ・ママより）

| 

南
丹
市
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大
野
小
学
校
|

2011年
6・7月号




